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平成25年度総会報告

本部事務局

平成 25年 6月 21日 (金 )，筑波大学大学会館において，第 60

回総会が開催されました．司会進行は佐藤弘喜本部事務局長が

行いました．司会から，出席者数は，会場出席者約 58名，委

任状出席者が 198名 (定数 154名 )，総会が成立することが報

告されました．山中敏正会長より，60年の節目を迎えた本年

度の活動方針を「デザイン学のさらなる普及と活用に向けて」

とし，デザイン学を目指す方々の知的活動の成果をまとめ，高

めて，共有することに努力していきたいとの説明がなされまし

た．会長挨拶・活動方針については，全文を掲載いたしました

のでご参照下さい．

議事は李昇姫会員 (筑波大学 )と山田博之会員（筑波大学）の

二人の議長団の司会で進行されました．

松岡由幸副会長から平成 24年度の活動報告があり，続いて佐

藤弘喜本部事務局長より平成 24年度の決済報告がなされ，そ

れに対し青木監査から監査報告がなされました．その後，会場

からの質疑応答を経て議決の結果，承認されました．

須永剛司副会長の平成 25年度事業計画の説明に続き，佐藤弘

喜本部事務局長から平成 25年度の予算案の説明があり，審議

の結果，議決されました．

今回，名誉会員となられた会員の方は，青木弘行会員（84号），

荒井利春会員（85号），工藤卓会員（86号），酒井正明会員（87

号），佐藤啓一会員（88号）， 梨原宏会員（89号），長谷高史会

員（90号），中嶋猛夫会員（91号），西川潔会員（92号），原

田昭会員（93号），宮崎清会員（94号），和田精二会員（95号）

の 12名です．総会の詳細については，会報末に総会資料を掲

載いたしましたので，ご参照下さい．

写真１：山中敏正会長による平成 25年度活動方針説明．写真２：総会会場風景．写真３：松岡由幸
副会長による平成 24年度活動報告．写真４：名誉会員証贈呈．写真５：原田昭名誉会員のご挨拶
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会長挨拶・活動方針説明

日本デザイン学会第 60回春季研究発表大会

日本デザイン学会は，1953年 6月 29日に設立準備会としての

「デザイン問題研究会」が開催され，続いて同年 7月 20日に

学士会館で設立会が開かれてから，満 60年目という節目の大

会を開催する事ができました．これは，これまで日本デザイン

学会を創り，発展させてこられた数多くの会員諸氏，諸先輩の，

研究にかける熱意があってこその結果であることを強く認識い

たします．

第 1回の研究発表大会は，創立から満 1年後の 1954年 11月に，

東京教育大学を会場として行われました． 本日，数えて 60回

目の，日本デザイン学会研究発表大会を，ここ，筑波大学を会

場として開催させていただけることは開催校の皆さんの多大な

る努力のおかげであり，心より感謝を申し上げます．

さて，ここ数年の本学会の活動の一つとして，デザイン学研究

第 1号からの学会誌をデジタルアーカイブしてまいりました．

デザイン学研究は学会設立から 3年を経過した 1956年に第 1

号が発刊されており，塚田 敢（つかだ いさむ）先生による「デ

ザイン学会の歩み」が掲載されています．設立当時の事情や会

員のみなさんの熱い心意気が記録されている記事の中に，「学

会の健全な生長の発展のため」として，日本学術会議への登録・

委員の選出，学会助成金の申請，科学研究費デザイン部門の新

設，海外におけるデザイン会議への代表派遣，ひいてはわが国

における国際デザイン会議の開催」，と今後やるべき課題が列

挙され，そのために，「政治的，経済的に学会の体性を整備強

化していかなくてはならない」と記されています．

60年の歴史を運営してきていただいた諸先輩方の努力によっ

て，これらの課題の多くが達成され，日本学術会議への登録

はもとより，1996年から開催したアジアデザイン国際会議は

1999年に第 4回を長岡造形大学で開催し，2003年の第 6回会

議は日本学術会議・日本感性工学会との共同主催という国家事

業としてつくば市で開催しました．2005年には国際デザイン

学会連合を結成する際に，副会長・理事として中心的役割を果

たしてきました．さらに，2013年度の科学研究費補助金の募

集からは，分科目として「デザイン学」が設定されました．本

年の 8月 27日からは，アジアデザイン国際会議から数えて 3

回目，国際デザイン学会連合：IASDRとしては初の日本での

大会開催を，再び日本学術会議・日本感性工学会との共同主催

のもと，芝浦工業大学豊洲キャンパスで実施する運びです．

一方で，「デザイン学会の歩み」には，「発足当時は会員資格な

ども一応日本学術会議の有権者またはそれ相当の研究業績があ

るものといった程度の認定基準」があったと書かれてはいます

が，それに対して，「これではデザイナーや技術者などで研究

面に感心を持っている人達や，大学新卒業者などに会員への門

戸を閉ざすことになり，ひいては会の発展をさまたげる結果と

もなる．」とされ，そのために，「会員数の増加，地方会員を増

やすという目標とともに，会員各自の専門分野における研究の

進展とその成果の発表」「発表者の研究業績としての意義を持

つように」と提案されています．

こうした創立当時からの思いを引き継ぎ，本年度の活動方針を

「デザイン学のさらなる普及と活用に向けて」とさせていただ

きました．お手元の資料の 1ページをご覧ください．

先に申し上げましたように，60年の節目を迎え，デザイン学

会の積年の目標であったいくつかの課題が実現しつつあり，い

よいよデザイン学がデザインのための学術的研究としての基盤

を得たところです．この基盤を，さらに会員の皆さんが有効に

活用し，その成果をデザイン学の資源として位置付けるために，

学会誌の電子化とオンライン査読システムを整備し，国際学会

の活動に尽力することで研究の場としての大きな広がりを提供

する，そうしたソサエティとして運営していきたいと考えてお

ります．

具体的には，同じページの右に列挙させていただいた各項目に

ついて，今期の理事会で努力していきたいと考えております．

さて，同じくデザイン学研究 第 1号には山口正城（やまぐち 

まさき）先生による，「発刊に際して」が掲載されています．

そこには，「デザインについての科学的研究あるいは知的考察

が必要であるか否か，デザインの「学」が成り立つか否かとい

うような問題は未解決であるが，本学会の構成員はおそらく，

そのような疑問にしりごみすることなく，むしろやむにやまれ

ぬ知的愛に駆られて，それぞれのテーマに取り組んでいるに相

違ない」と書かれています．

本大会はテーマとして　デザイン学とデザイン　を掲げられて

います．これは，Science of  Design と Design について考察

するという大会であると認識できるでしょう．山口先生が書か

れている，デザインの学がなりたつか否かという課題は，本学

会でも未だに中心的な課題ではないかと考えます．創立以来本

学会は，デザインの科学のための組織であるとともに，「デザ

イナーや技術者など研究面に感心を持っている方」のための組

織です．第 60回という節目の大会に，デザインとデザイン学

について新たな議論が活性化し，デザイン学の魅力，すなわち，
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デザインに対する 知的愛 を一層高めていくため組織として，

デザイン学を目指す方々の知的活動の成果をまとめ，高めて，

共有することに努力する会として運営していきたいと考えてお

ります．

2013年 6月 21日

日本デザイン学会会長

山中敏正

自
動
引
き
落
と
し
手
続
き
の
お
願
い

当学会では，会費の自動引き落としが義務付
けられております．すでに，半数以上の会員
の方にご利用いただいておりますが， まだ登
録がお済でない会員の方は， 登録手続きをさ
れますよう，お願い申し上げます．また，口座
引き落とし依頼書がお手元にない方は，本部
事務局へご請求ください．

本部事務局
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第5支部活動報告

「第 5回九州・沖縄地区学生デザイン展」の開催について

第 5支部長　伊原久裕

第 5支部では，6月 11日（火）から 16日（日）までの 6日間，

JR博多駅ビル構内の JR博多シティ（2階中央エレベータ前フ

ロア）において，「第 5回九州・沖縄地区学生デザイン展」を

開催しました．

昨年度までは，「九州デザイン大学展̶卒業 ･修了優秀作品展」

と銘打ち，大学短期大学の卒業・修了作品を対象とした作品展

を開催していましたが，5回目となる今年度の展覧会では，い

くつかの改革を行いました．まず，卒業・修了作品に限らず，

授業等で制作された作品も含めることとしました．次にこれま

での参加校が 7つの大学・短大に限られていたことから，広く

第五支部会員に参加を呼びかけました．さらに，これまでの作

品展にともすれば大学・短大間の競争の傾向が見られたことを

反省して，展示についても，大学別の展示を改めジャンル別の

展示としました．なお，今年度の展示会場とした JR博多シティ

フロアは，JR博多シティ様からの無償提供により実現したも

ので，この場を借りて御礼を申し上げます．

実施結果は，次のとおりです．

・ 出展数：38点

・ 参加校：8校（大分県立芸術文化短期大学，九州大学，九州 

  産業大学，九州造形短期大学，近畿大学，久留米工業 

  高等専門学校，崇城大学，西日本工業大学）

・ 来場者数：6日間で約 2.000名（概算）

・ 「優秀賞」：下記の 4作品

  「Town Map」， 伊藤美香子（九州造形短期大学）

  「EV実証実験に関わるデザイン提案」，楠田朱季子， 

  宇野由紀，金子優希，緒方まり，本田寛貴，田中貴司， 

  田中絢土，溝口玲司，山口聡一郎，竹内数馬，

  下村寧崇，南郷貴俊（崇城大学）

  「ESORA / 児童用ホワイトボード（コクヨデザインア 

  ワード 2012 優秀賞受賞作）」，迫 健太郎， 今城 菜穂，  

  溝部 洋平， 藤中 康平（九州大学芸術工学部）

  「休耕及び耕作放棄された水田の維持管理のためのデザ 

  イン研究」，森恭平（九州大学芸術工学部）

広く告知した結果，久留米工業高等専門学校，九州産業大学工

学部から新たに出品いただきました．出展数 38点は，昨年と

比べ減少していますが，これは会場のスペースの制約によるも

ので，実際には多くのエントリーがあったものの出品数を調整

せざるを得ませんでした．対照的に，来場者数は約 2000名と

格段に増加しました．人通りの多い博多駅構内という場所柄も

あり，熱心に作品を鑑賞する親子連れも見られるなど，これま

でにない盛況ぶりでした．最終日には恒例の出品者によるプレ

ゼンテーションを実施しました．全作品を順番に発表してゆく

のがこれまでの慣例でしたが，今年度は会場の都合により，急

遽ポスターセッション式に変更いたしました．最後に車政弘先

生，工藤卓先生，および第 5支部長により選考を行い，「優秀

作品」4点を選定，表彰式を実施しました．

以上のように，今年度の学生デザイン展では，いくつかの新し

い試みを実施しました．会場の制約など今後検討すべき課題も

残されていますが，デザイン教育の内容を広く市民に伝えると

いう目的は，達成されたと考えております．こうした結果を踏

まえ，最終日に開催した支部会において，次年度も継続して実

施する方針が確認されました．

学生によるプレゼンテーション風景

表彰式：優秀賞選定に際しての審査員講評風景
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献本御礼

◆寄贈図書

世界の名作椅子 40選，寺原芳彦 , 2013, 丸善出版

五感のデザインワークブック，横山稔 , 2013, 彰国社

東日本大震災復興研究 II 東北地域の産業・社会の復興と再生

への提言，東北大学大学院経済学研究科地域産業復興調査研究

プロジェクト編，河北新報出版センター

◆機関誌

GK Report No.25 July, 2013, GK Design Group

学園広報誌 Creative Spirai vol.2, Octobre, 2012, 東京造形大学

/専門学校桑沢デザイン研究所

学園広報誌 Creative Spirai vol.4, April, 2013, 東京造形大学 /

専門学校桑沢デザイン研究所

学園広報誌 Creative Spirai vol.5, July, 2013, 東京造形大学 /専

門学校桑沢デザイン研究所

JIDA HOTLINE NEWS, Vol.90, 公益社団法人日本インダス

トリアルデザイナー協会

◆図録

JIDA DESIGN MUSEUM SELECTION vol.14図録 , 公益社

団法人日本インダストリアルデザイナー協会

◆紀要

多摩美術大学研究紀要第 27号，2012年，多摩美術大学研究紀

要委員会編

◆報告書

服飾文化共同研究最終報告書 2012, 平成 24年度終了課題 , 服

飾文化共同研究拠点文化ファッション研究機構文化学園大学

服飾文化共同研究最終報告書 2011（詳細版）CD-ROM, 平成

23年度終了課題，服飾文化共同研究拠点文化ファッション研

究機構文化学園大学

募集案内

第 35回（平成 25年）　沖縄研究奨励賞

推薦応募のお知らせ

沖縄研究奨励賞は，沖縄の地域振興及び学術振興に貢献する人

材を発掘し，育成することを目的として，昭和 54年に創設さ

れました．本奨励賞は，沖縄を対象とした将来性豊かな優れた

研究（自然科学，人文科学，社会科学）を行っている新進研究

者（又はグループ）の中から， 受賞者 3名以内を選考し，奨励

賞として本賞並びに副賞として研究助成金 50万円を贈り表彰

するものです．

応募資格は，学協会・研究機関若しくは実績のある研究者から

推薦を受けた 50歳以下（平成 25年 7月 15日現在）の方で，

出身地及び国籍は問いません．

7月 15日から推薦応募の受付を開始します

●応募資格

学協会・研究機関若しくは実績のある研究者から推薦を受けた

50歳以下の者で，

平成 25年 7月 15日現在で 50歳以下の者

●応募方法

(1)「沖縄研究奨励賞推薦応募用紙」

(2)研究成果物（論文 3点以内，著書がある場合は 1冊），

(3)研究成果物の要旨（A4判横書き各 1,000字以内），

(4)研究業績リスト（著書，論文等 30点以内．A4横書き）

●応募書類の提出先

〒 112-0004　東京都文京区後楽 1-2-9　

エー・ゼットキュウブビル５Ｆ

公益財団法人沖縄協会　沖縄研究奨励賞係

●応募期間

平成 25年 7月 15日（当日消印から有効）～ 9月 30日（当日

消印まで有効）

●受賞者発表

平成 25年 12月上旬

●贈呈式

平成 26年 1月 23日 (木）

那覇市内のパシフィックホテル沖縄で開催します． 

（受賞者には贈呈式の後，受賞記念講演を行っていただきます．）

●応募についての詳細

沖縄研究奨励賞規則（pdf）

http://homepage3.nifty.com/okinawakyoukai/submenu3/

rule.pdf

●推薦応募用紙

下記からダウンロードして下さい．word.doc（67KB）

http://homepage3.nifty.com/okinawakyoukai/submenu3/

syoreisyo2.htm

お問い合わせは，「沖縄研究奨励賞」担当・山岸

（okinawakyoukai@nifty.com）

又は，03－ 5803－ 2341まで．
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催し物

榮久庵憲司とGKの世界

 鳳が翔く

◆会期：2013年 7月 6日（土）－ 9月 1日（日）

◆休館日：毎週月曜日

＊ただし 7月 15日（月・祝）は開館，翌日 7月 16日（火）

は休館

◆会場：世田谷美術館　1階展示室

◆観覧料：一般 1000(800)円，65歳以上 800(640)円，大高生

800(640)円，中小生 500(400)円　

＊ (　)内は 20名以上の団体料金，障害者の方は 500円（介助

の方 1名までは無料），大高中小生の障害者の方は無料

◆主催：世田谷美術館（公益財団法人せたがや文化財団）

◆後援：世田谷区，世田谷区教育委員会

特別展「和様の書」

The Beauty of  Japanese-style Calligraphy

◆会期：平成 25年 7月 13日（土）～ 9月 8日（日）

◆会場：東京国立博物館

◆開館時間：午前 9時 30分～午後 5時　※金曜日は午後 8時，

土・日・祝日は午後 6時まで※入館は閉館の 30分前まで

◆休館日：月曜日　※ただし，7月 15日（月・祝），8月 12日（月）

は開館，7月 16日（火）は休館

◆主催：東京国立博物館，読売新聞社，NHK，NHKプロモー

ション

◆後援：文化庁

ルーヴル美術館展 ―地中海 四千年のものがたり―

The Mediterranean World: The Collections from the Louvre

◆会期：2013年 7月 20日（土）～ 9月 23日（月・祝）

◆会場：東京都美術館 企画展示室

◆開室時間：午前 9時 30分～午後 5時 30分（金曜日は午後

9時まで）※入室は閉室の 30分前まで．※金曜日の開室時間

が 1時間延長になり，午後 9時までとなりました．

◆休室日　月曜日 ※ただし，9月 16日（月・祝），9月 23日

（月・祝）は開室，9月 17日（火）は閉室

◆主催：東京都美術館（公益財団法人東京都歴史文化財団），ルー

ヴル美術館，日本経済新聞社，NHK，NHKプロモーション

◆後援　フランス大使館

プレイバック・アーティスト・トーク

◆会場：東京国立近代美術館 企画展ギャラリー

◆会期：2013年 6月 14日 (金 )～ 8月 4日 (日 )

◆開館時間：10:00-17:00 (金曜日は 10:00-20:00)　※入館は

それぞれ閉館の 30分前まで

◆休館日：月曜日（7月 15日は開館），7月 16日（火）

◆観覧料：一般 650（450）円／大学生 350（200）円 ＊（ ）

内は 20名以上の団体料金．いずれも消費税込．＊高校生以下

および 18歳未満，障害者手帳をご提示の方とその付添者（1名）

は無料．＊上記料金で入館当日に限り，同時開催の「都市の無

意識」，所蔵作品展「MOMATコレクション」，もご覧いただ

けます．

◆主催：東京国立近代美術館

住所不明で戻ってくる郵便物が

増えております．

住所変更は確実にお願いします．

届出は文書にてお願いします．

転居される方は， FAX または

綴じ込みの「入会届け」に

朱書きで「変更届」と書き添えて， 

事務局までご連絡下さい．

ホームページ 

http://jssd.jp/files/change_regular.pd にも

様式が掲載されておりますので

ご利用ください．

退会等の届出も必ず文書にて

お願いします．  本部事務局

住
所
変
更
は
お
済
み
で
す
か
？
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会員の移動

◆平成25年度第一回理事会承認　2013.04.13

新入会　正会員7名（内外国人1名）

秋田　直繁　 大橋　栞　

五島　一浩　 三澤　直加　

矢口　博之　 矢坂　俊継

張　　路

学生会員21名（内外国人5名）

浅井　翔太郎　 井上　尭之　

及川　絵里　 大槻　裕士　

金澤　修二　 隈本　あゆみ

山南　大輔　 高山　詩穂子　

高山　雄一郎 富澤　俊紀　

西田　智裕　 西村　奏美

西部　渉　 福家　悠人　

本間　雅成　 山嵜　絵莉　

FAREGH Seyed Ali　 黄　曼寧

陳　柏君　 邱　潮生　

林　旻毅

退会　正会員18名

岩井　正二　 大平　裕子　

岡部　俊彦　 折田　芳和　

川本　誓文　 桐山　有司

熊井　恭子　 小林　惇　

小林　由衣　 竹原　諒　

辰巳　槙　 豊嶋　幸生

平野　靖洋　 福田　民郎　

二上　正司　 前村　文博　

三島　義博　 横溝　健志

◆平成25年度第二回理事会承認　2013.05.18

入会　正会員10名（内外国人4名）

青木　美保子　 安藤　裕　

池本　和弘　 奥野　淳也　

小田　久美子　 北橋　主税

Shih-Mou Kuo　 李　スミン　

姚　寧寧　 Sara Hojjat

学生会員28名（内外国人6名）

青木　拡市朗　 青野　優　

赤坂　拓郎　 安達　満　

安藤　拓生　 飯嶋　亮平

飯田　哲也　 池田　三紗　

磯川　亮太　 岩松　直明　

大内　恕　 大槻　綾子

河西　真柚子　 岸本　絵理香　

木村　和寛　 栗山　太吾　

呉　慧太　 桑原　慎司

小林　岳人　 小間　優太　

小峰　優佳　 小森　俊哉　

胡　衍喆　 戴　薪辰

LAILA FRANCES CASSIM　 滕　　飛

張　若煕　 黄　　珊

退会　正会員6名

石橋　康道　 犬丸　弘三　

岩崎　和市　 小澤　尚　

川口　将吾　 山本　英子

学生会員13名

今泉　修　 内山　隆啓　

太田　晶子　 小野　和樹　

川口　隆浩　 河野　智也

木平　崇之　 佐藤　政宣　

髙辻　賢司　 東野　誠　

成瀬　峻　 平田　牧子

宮武　志保

年間購読会員2件

オークラ情報サービス（株） （株）ＯＣＳ　

◆平成25年平成２５年度第三回理事会承認　2013.06.21

入会　正会員16名（内外国人1名）

宇佐美　良太　 小野澤　明良　

梶浦　瑤子　 川崎　紀弘　

北村　修　 鈴木　公明

高橋　義則　 谷口　俊平　

服部　淳子　 藤澤　忠盛　

丸　光恵　 村田　良子

森本　祥一　 山田　博之　



8JSSD NEWS
No.205, 206  

吉武　良治　 崔　乘　日

学生会員6名（内外国人2名）

井堰　絵里佳　 及部　智仁　

原田　康平　 益田　雄司　

張　益準　 Adelabu Oluwafemi Samuel

退会　正会員6名（内外国人1名）

木下　史青　 佐々木　俊介　

西村　睦夫　 横山　精光　

吉田　繁　 上田　香織

申　煕卿

学生会員6名

飯島　直記　 榎本　辰　

川嶋　和樹　 桑原　慎司　

杉松　献理　 中村　雄志

訃報1件

佐々木　孝



平成２５年度
日本デザイン学会

第 60 回総会

■日時：	平成 25 年 6月 21 日 ( 金 )
	 １３：００～１４：００

■会場：

筑波大学　大学会館	

総会資料
＊本冊子は総会資料を綴じ合わせたものです。

限られた時間ですので十分な説明もできかね

ると思いますが、その節は本冊子によくお目

をお通しくださいまいすようお願い申し上げ

ます。

■次第　　　　　　　　　　　　         ■司会： 佐藤弘喜 本部事務局長
1. 総会成立の確認ならびに開会宣言 . . . . . . . . . .佐藤弘喜 本部事務局長
2. 会長挨拶・活動方針説明. . . . . . . . . . . . . . . . . . .山中敏正 会長
3. 議長団選出. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .佐藤弘喜 本部事務局長
4. 議事. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .議長団
 4.1. 平成２４年度活動報告 . . . . . . . . . . . . . . . . . .松岡由幸 副会長
 (1) 論文審査委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 久保光徳 委員長
 (2) 作品審査委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 清水泰博 委員長
 (3) 学会誌編集・出版委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 岡崎章 委員長
 (4) 研究推進委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 須永剛司 委員長
 (5) 企画委員会 総合企画. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 委員長
 (6) 企画委員会 支部企画. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 浅沼尚 前委員長
   両角清隆 委員長
 (7) 教育・資格委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山内勉 委員長
 (8) 広報委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山崎和彦 委員長
 (9) 財務委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 生田目美紀 委員長
 (10) 市販図書企画・編集委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 井上勝雄 委員長
 (11) 平成 24 年度春季研究発表大会実行委員会. . . . . . . 酒井正幸 実行委員長
 (12) 平成 24 年度秋季企画大会実行委員会. . . . . . . . . . . 塚原肇 実行委員長
 (13) 学会各賞選考委員会担当 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (14) Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当 . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (15) ＩＡＳＤＲ担当 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 古屋繁 担当理事
 (16) 日本学術会議担当 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 清水泰博 担当理事，
   森田昌嗣 担当理事
 (17) 横断型基幹科学技術研究団体連合担当 . . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (18) 日本工学会担当 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國澤好衛 担当理事
 (19) 本部事務局 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 佐藤弘喜 本部事務局長
 (20) 第１支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 両角清隆 支部長
 (21) 第２支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 浅沼尚 支部長
 (22) 第３支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國本桂史 支部長
 (23) 第４支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 三橋俊雄 支部長
 (24) 第５支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 伊原久裕 支部長
 (25) 教育部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 金子 武志 主査
 (26) 家具・木工研究部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 阿部 眞理 主査
 (27) プロダクトデザイン研究部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山崎 和彦 主査
 (28) 環境デザイン研究部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 清水 泰博 主査
 (29) デザイン史研究部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 立部 紀夫 主査
 (30) デザイン理論・方法論部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡 由幸 主査
 (31) 情報デザイン研究部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山崎 真湖人 主査
 (32) ファッションデザイン部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 常見 美紀子 主査
 (33) 創造性研究部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 永井 由佳 主査
 (34) サービスイノベーションデザイン研究部会 . . . . . . 古屋 繁 主査
 4.2. 平成２４年度決算報告 . . . . . . . . . . . . . . . . . .佐藤弘喜 本部事務局長
 4.3. 平成２４年度会計監査報告 . . . . . . . . . . . . . .青木弘行 監査， 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 野口尚孝 監査
 4.4. 平成２４年度決算審議 . . . . . . . . . . . . . . . . . .議長団
 4.5. 平成２５年度活動計画 . . . . . . . . . . . . . . . . . .須永剛司 副会長
 (1) 論文審査委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 久保光徳 委員長
 (2) 作品審査委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 清水泰博 委員長
 (3) 学会誌編集・出版委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 岡崎章 委員長
 (4) 研究推進委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 須永剛司 委員長
 (5) 企画委員会 総合企画. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 委員長
 (6) 企画委員会 支部企画. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 両角清隆  委員長
 (7) 教育・資格委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山内勉 委員長
 (8) 広報委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山崎和彦 委員長
 (9) 財務委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 生田目美紀 委員長
 (10) 市販図書企画・編集委員会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 井上勝雄 委員長
 (11) Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当 . . . . . . . . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (12) ＩＡＳＤＲ担当 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 古屋繁 担当理事
 (13) 日本学術会議担当 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 清水泰博 担当理事，
   森田昌嗣 担当理事
 (14) 横断型基幹科学技術研究団体連合担当 . . . . . . . . . . 松岡由幸 担当理事
 (15) 日本工学会担当 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國澤好衛 担当理事
 (16) 本部事務局 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 佐藤弘喜 本部事務局長
 (17) 第１支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 両角清隆 支部長
 (18) 第２支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 浅沼尚 支部長
 (19) 第３支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 國本桂史 支部長
 (20) 第４支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 三橋俊雄 支部長
 (21) 第５支部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 伊原久裕 支部長
 (22) 教育部会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 金子 武志 主査
 4.6. 平成２５年度予算案説明 . . . . . . . . . . . . . . . .佐藤弘喜 本部事務局長
 4.7. 平成２５年度予算案審議 . . . . . . . . . . . . . . . .議長団

5. 議長団退席. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .佐藤弘喜 本部事務局長
6. 名誉会員証贈呈. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .山中敏正 会長
7. 閉会挨拶. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .佐藤弘喜 本部事務局長
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 平成２５年度日本デザイン学会活動方針
会長　山中敏正

平成25年度日本デザイン学会活動方針 

会長 山中 敏正 

 

 

基本方針 

− デザイン学のさらなる普及と活用に向けて − 

 

 こころの世紀といわれる21世紀が始まって10年が経過

し，科学・工学の発達は，人のこころの理解に基づく物質

や情報の価値を明らかにする可能性を見せ始めています．

一方で，阪神淡路大震災の経験も生々しいうちに東日本を

襲った未曾有の大災害によって物質性とこころの状態の

乖離にも改めて気づかされています．  

 デザインが目指すものは充実し心地よく希望を持てる

心の状態であり，それを支えるメディアとしての形や機能

や情報の設計です．今や，人間社会が生み出すもの全てが，

「人のこころにどのように響くのか」ということを基準と

して評価されざるを得ないということが明らかになって

いるなか，デザイン学はますます社会に必要な研究として

位置付けられるべきであると言えるでしょう． 

 学会運営では，平成20年度からの4年間で会員制度に

大きな改革が加えられ，昨年度から学生会員の学会参加が

可能となりました．学会誌はCiNiiを活用した創刊号から

の電子化が完了し，J-Stage を活用したオンラインジャー

ナル化・オンライン査読システムの活用を開始しました．

また、学会の積年の努力の賜である，科学研究費補助金に

おける複合領域の分科としてデザイン学研究のさらなる

活性化を推進する必要があります．国際面では，10 年ぶ

りに日本学術会議・日本感性工学会との共同主催で開催す

る IASDR を学会の総力を挙げて成功させなくてはなりま

せん． 

 新たな陣容として活動を開始して 1 年が経過しました

が，２年度目は，情報流通システムを活用して学術基盤を

獲得したデザイン学を国内外に広く普及させ，さらに実践

におけるデザイン学の活用も視野にいれつつ，広く充実し

た研究者のソサエティ構築に向けて，理事会一丸となって

活動を展開してゆきたいと考えています． 

 

 会員諸氏，関係の皆様方のより一層のご支援やご協力を

お願い申し上げる次第でございます． 

 

基本施策 

 1．学会活動の基盤としての，論文・作品・記事のありか

たに関する検討 

 ・論文・作品の適切な審査と，審査基準・対象の再構築 

 ・電子化した論文審査の活用と国際化の推進 

 ・編集出版委員会主導によるオンラインジャーナル化 

推進と，デザイン学会らしい電子化の可能性を検討 

 2．国際化，国内外他学協会，産官との事業連携強化 

  ・IASDR2013の運営･実施 

 ・デザイナーの資格制度と継続教育（CPD），アクレディ

テーションのあり方に対する検討 

 ・産業界との連携強化 

 ・国際デザイン学会誌発刊に向けた協力体制の確立 

 3．学術環境の整備 

 ・科学研究費補助金・分科「デザイン学」のさらなる拡

充に向けた研究活性化の推進  

 4．春季研究発表大会，秋季企画大会の活性化 

  ・オーガナイズドセッション・学生プロポジション等を

活用した産学官協力研究と広報体制の充実 

 ・春季発表件数の増加策，秋季企画内容の充実策検討 

 5．会員制度の拡大と財務の改善 

 ・学生会員制度を活用した学会活動の活性化 

 ・制度拡大に伴う財務基盤の整備 

 ・インセンティブ施策の検討 

 6．法人化に向けた検討 

 ・法人化に向けた対応策と体制確立に向けた具体策検討 

 7．支部活動活性化策のさらなる推進 

 ・支部間，学会との活動情報・成果の共有と連携強化 

 ・活動単位（支部地区割）の検討 

 ８．研究部会のあり方に対する検討 

 ・研究部会主導による学会編纂図書の刊行 

 ・講習会・セミナー等の開催 

 ・専門的，横断的課題による競争的外部資金獲得策検討 

  9．広報活動の強化 

 ・協賛・広報活動を通じた，関連学会との連携強化 

 ・学会ホームページ充実策の検討 

10．会則，諸規定のタイムリーな見直し 
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平成２５年度 日本デザイン学会 会長，副会長，理事一覧 2010/7/2

会長 山中　敏正 筑波大学　芸術系

副会長 松岡　由幸 慶應義塾大学　大学院　総合デザイン工学専攻

須永　剛司 多摩美術大学　美術学部　情報デザイン学科

監査 青木　弘行

野口　尚孝 フリーランス

理事 青木　史郎 公益財団法人日本デザイン振興会

浅沼　尚 株式会社　東芝　デザインセンター

池田　岳史 福井工業大学　工学部　デザイン学科

井上　勝雄 広島国際大学　心理科学部　感性デザイン学科

伊原　久裕 九州大学　大学院芸術工学研究院　コンテンツ・クリエーティブデザイン部門

岡崎　章 拓殖大学　工学部　デザイン学科

小野　健太 千葉大学　大学院　工学研究科　デザイン科学専攻

片岡　篤 日本大学　芸術学部　デザイン学科

黄　ロビン 名古屋学芸大学　デザイン学科

清水　泰博 東京芸術大学　美術学部　デザイン科

國本　桂史 名古屋市立大学　大学院　芸術工学研究科

久保　雅義 京都工芸繊維大学　大学院　工芸科学研究科

久保　光徳 千葉大学　大学院　工学研究科　デザイン科学専攻

佐藤　弘喜 千葉工業大学　工学部　デザイン科学科

杉下　哲 東京工芸大学　芸術学部　デザイン学科

高野　修治 湘南工科大学　工学部　コンピュータデザイン学科

田村　良一 九州大学　大学院　芸術工学研究院　デザインストラテジー部門

永井　由佳里 北陸先端科学技術大学院大学　知識科学研究科

中嶋　猛夫 女子美術大学　芸術学部　デザイン工芸学科　環境デザイン専攻

生田目　美紀 筑波技術大学　産業技術学部　総合デザイン学科

萩原　将文 慶應義塾大学　理工学部　情報工学科

橋田　規子 芝浦工業大学　デザイン工学部

蓮見　孝 札幌市立大学

細谷　多聞 札幌市立大学　デザイン学部

三橋　俊雄 京都府立大学　大学院　生命環境科学研究科　環境デザイン学科　

森田　昌嗣 九州大学　大学院　芸術工学研究院

両角　清隆 東北工業大学　ライフデザイン学部　クリエイティブデザイン学科

山内　勉 福井工業大学　工学部　デザイン学科

山崎　和彦 千葉工業大学　工学部　デザイン科学科

特設理事 工藤　芳彰 拓殖大学　工学部　デザイン学科

國澤　好衛 産業技術大学院大学　産業技術研究科

杉山　和雄 芝浦工業大学　デザイン工学部

寺内　文雄 千葉大学　大学院　工学研究科　デザイン科学専攻

古屋　繁 芝浦工業大学　デザイン工学部
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平成２５年度　日本デザイン学会組織

評議員会

理事会
総 会

運営理事会

本部事務局

監 査

選挙管理委員会

会長
副会長

論文審査委員会

作品審査委員会

学会誌編集・出版委員会

研究推進委員会

企画委員会
総合企画

支部企画

春季研究発表大会担当

広報委員会

教育・資格委員会

財務委員会

春季研究発表大会概要集編集委員会

市販図書企画・編集委員会

学会各賞選考委員会担当

第１支部

第２支部

第３支部

第４支部

第５支部

秋季企画大会担当

ＩＡＳＤＲ担当

日本学術会議・日本工学会・横幹連合担当

（北海道・東北地域）

（関東地域）

（北陸・中部地域）

（近畿・中国・四国地域）

（九州・沖縄地域）

（支部グループ）

Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当

・事務処理（電話応対，郵便物仕分け，返送郵便物処理）
・事務局経費の管理，監査の依頼
・会計管理，会費請求，振り込みチェック
・入会/退会手続き，名簿管理（住所変更）
・タックシール打ち出し，抜き刷り発送
・学会誌管理，販売
・理事会資料の原稿，理事会議事録の作成
・委任状の準備と発送手配
・理事会の案内（大会時には名誉会員にも案内），準備
・理事会議事録の作成と会報原稿化
・総会プログラムの作成，参加者への依頼
・大会/総会での受付業務
・総会資料の作成，各賞授賞式などの司会進行
・総会委任状の印刷と送付依頼
・学会各賞推薦状等の発送
・学会各賞など　賞状，記念品の手配
・その他各委員会，事務局の原稿コピー，案内発送等

・論文審査電子化の推進
・論文審査基準の継続的な検討と確認
・国際化と同時に，デザイン学研究を特徴付ける実践研究の活性化
・審査委員会の招集，審査の調整と管理，理事会での報告
・査読依頼・結果処理と学会誌編集・出版委員会への連絡
・投稿規定，執筆要領の管理
・学会誌の英文化，インパクトファクター獲得に向けての計画と実行

・学会の電子出版化
・発刊状況/出版費の調整と管理，理事会での報告
・論文集・概要集：各審査委員会との連絡
・論文誌，作品集の編集，校正の依頼
・特集号：責任編集者の決定
・編集委員会の招集，発刊計画の立案と理事会に提案
・会報：原稿依頼と編集
・印刷業者との連絡，本部事務局への印刷代振り込み指示

・研究部会の状況把握，活性化
・研究発表大会における研究部会主導発表枠〔テーマセッション〕の調整
・学生部会，若手部会の創設検討と支援
・学生プロポジションの運営

・拡大するデザイン領域と連動した・横断型，実践型研究活動の推進
・大会におけるオーガナイズドセッションなどの計画・実施
・各種セミナー，特設イベントの推進

・支部活動の状況把握，活性化
・支部をベースとした企画の計画立案

・資格制度設立に向けて，他のデザイン機関との連携，調整
・デザイナーの継続教育プログラムの検討

・学会の電子出版の支援
・企画委員会と連動して学会の広報計画を立案実施
・インターネットを利用した海外，国内へ向けての学会情報発信
・各種情報・データベースの管理

・財務状況の把握，改善
・学会財務体質の長期見通しと年度計画
・予算の編成
・会計管理

・市販図書の企画と迅速な出版

・選考委員会の招集
・記念講演の手配
・授賞式での報告

・発表登録用紙の作成，学会誌編集・出版委員会との連絡
・原稿受付，データベース用紙の発送，会費納入確認依頼
・原稿プログラムの作成
・会場及び発表設備の確認依頼
・大会実行委員会との連絡
・概要集の編集，校正，印刷所との連絡
・座長の決定，座長マニュアルの発送，原稿返却

・実行委員会の編成
・企画の立案，理事会への報告
・会員への告知依頼
・参加費の徴収，大会運営会計管理/報告

・会議への出席，理事会への報告
・会員への案内の依頼

平成２４年度　デザイン学会組織図および役割
ver.2 2012/04/21
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平成２５年度　日本デザイン学会　委員会等一覧

○運営理事，＊特設理事，＋幹事長

本部事務局
〇 佐藤 弘喜 小野 健太 ＋ 八馬 智

委員会
論文審査委員会 〇 久保 光徳 松岡 由幸 ＋ 小山 慎一

森田 昌嗣 岡田 栄造

萩原 将文 加藤 健郎

境野 広志

萩原 祐志

作品審査委員会 〇 清水 泰博 須永 剛司 ＋ 山内 貴博

高野 修治 加藤 健郎

生田目 美紀 永盛 祐介

学会誌編集・出版委員会 〇 岡崎 章 黄 ロビン

永井 由佳里（会報担当兼務）

寺内文雄＊

工藤 芳彰＊

研究推進委員会 〇 須永 剛司 久保 雅義 ＋ 吉橋昭夫

中嶋 猛夫 平松早苗

杉下 哲

企画委員会　総合企画 〇 松岡 由幸 山崎 和彦 ＋ 佐藤 浩一郎

池田 岳史

支部企画 〇 両角 清隆 浅沼 尚 ＋ 北村 武士

國本 桂史 柚木 泰彦

三橋 俊雄 滝本 成人

伊原 久裕 益岡 了

井上 貢一

教育・資格委員会 〇 山内 勉 青木 史郎 ＋ 小野 健太

片岡 篤 蘆澤 雄亮

蓮見 孝 横田 英夫

広報委員会 〇 山崎 和彦 小野健太 ＋ 内山 俊朗

大島 直樹

中本 和宏

財務委員会 〇 生田目 美紀 佐藤 弘喜 ＋ 大嶋 辰夫

市販図書企画・編集委員会 井上 勝雄 松岡 由幸 ＋ 佐藤浩一郎

春季研究発表大会概要集編集委員会 細谷 多聞 橋田 規子 ＋ 柿山 浩一郎

久保 光徳

事務局長 副事務局長 幹事

委員長 委員 幹事
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委員会等担当
学会各賞選考委員会担当 松岡 由幸

春季研究発表大会担当 細谷 多聞

秋季企画大会担当 山崎 和彦

Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当 松岡 由幸

ＩＡＳＤＲ担当 古屋 繁＊

杉山 和雄＊

山中 敏正

日本学術会議・日本工学会担当 清水 泰博 (第一)

森田 昌嗣(第三)

松岡 由幸 (横幹連合)

國澤 好衛＊ (日本工学会)

支部
第１支部（北海道・東北地域） 両角 清隆 細谷 多聞 ＋ 柚木 泰彦

梅田 弘樹

姜 南圭

福田 大年

第２支部（関東地域） 浅沼 尚 久保 光徳 ＋ 北村 武士

第３支部（北陸・中部地域） 國本 桂史 黄 ロビン ＋ 滝本 成人

池田 岳史

廣瀬 伸行

西尾 浩一

加藤 大香士

第４支部（近畿・中国・四国地域） 三橋 俊雄 久保 雅義 ＋ 益岡 了

比嘉明子

第５支部（九州・沖縄地域） 伊原 久裕 田村良一 ＋ 井上 貢一

本間 康夫

松本 誠一

岩田 敦之

尾方 義人

選挙管理委員会  　＊平成25年7月31日まで

伊豆 裕一 小野 健太

工藤 芳彰

佐々木 美貴

永見 豊

監査
青木 弘行

野口 尚孝

委員長 委員

幹事支部長 副支部長

担当
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平成２４年度活動報告

論文審査委員会
委員長　久保 光徳

日頃は「デザイン学研究」にご投稿
いただき大変お世話になっておりま
す。昨年度も，多くの会員の皆様から
貴重な研究成果をお寄せいただき，第
59 巻 1 号（通巻 211 号）から第 59
巻 6 号（通巻 216 号）までを刊行さ
せていただくことができました。多少
の遅れはありましたが，比較的順調に
発刊できましたことは，ご投稿いただ
いた方々，査読員の方々の並々ならぬ
ご尽力の賜であると，心より感謝申し
上げます。また，第 58 巻 5 号からの
J-STAGE を利用した論文公開に加え，
今年の 1 月からは電子投稿システムも
稼働し，論文投稿・審査および「デザ
イン学研究」発行の効率化を図ること
もできました。4 月からこのシステム
に完全に移行しておりますのでさらに
広く多様な研究領域からの投稿が期待
できるのではと期待しております。

昨年度の投稿件数は 122 件で，一昨
年度の投稿件数の 120 件を若干上回っ
ております。また，平成 24 年度に採
択された論文は，投稿区分ごとに「論
文」27 本，「報告」12 本，「論説」2
本，「却下」14 本となりました。現在
のところ，文書での論文審査と電子シ
ステムによる審査が併用されている状
態で，査読員の方々にも，これまで以
上にご迷惑をお掛けしている状況でご
ざいますが，できるだけ速やかに新シ
ステム移行に伴った諸問題を解決し，
効果的な審査システムを構築していき
たいと思っておりますので，今後とも
なにとぞご協力下さいますようよろし
くお願い申し上げます。

最後になりましたが，委員会運営に
ご尽力いただきました幹事の先生方，
そして，快く査読をお引き受けいただ
きました査読員の方々に，この場をお
借りして厚く御礼申し上げます。どう
もありがとうございました。

作品審査委員会　
委員長　清水 泰博

多くの会員の皆様から作品集に御応
募頂きありがとうございました。おか
げさまで 2012 年度作品集 18 号を発
行することが出来ました。３年前から
実施されている「作品論文」と DVD
の「作品ムービー」との構成による形
を本号でも踏襲したものとなっていま
す。ムービーが添付されることによっ
て内容の解りやすくなった作品も多
く、この試みもほぼ定着してきたよう
です。2012 年度作品集には 14 件の
作品（うち４件が作品ムービーを伴う）
を掲載出来ました。

昨年度より、作品集審査・編集委員
会による作品集から、作品審査委員会
と編集出版委員会の共同作業による作
品集となりました。これは作品審査委
員会は作品審査に特化し、出版物につ
いては編集出版委員会が学会からの出
版を一元化しようとする試みです。１
年を経ての印象ではその作業区分の明
確化の難しさがまだあるようです。こ
れは今年度以降に検討すべきことかと
思われます。

委員会活動においては、投稿規定、
執筆要領等の募集内容についての見直
しを行いました。これは論文集におい
て既に行われている J-STAGE での公開
を作品集においても行う為の前提作業
です。作品集の DVD 化によってデジ
タル化は既に出来ていますので、近い
日には J-STAGE への公開が出来ること
になると思われます。

最後に、本 18 号に応募・投稿頂き
ました皆様、快く審査を引き受けて頂
きました専門審査委員の皆様、そして
委員、幹事の先生方にこの場を借りて
厚く御礼申し上げます。

学会誌編集・出版委員会　
委員長　岡崎 章

平成 24 年度におきましては、特集
号（年４冊）として「デザイン思考」（20

巻１号、通巻 77、担当：永井由香里）
と「手から手へ」（ 20 巻２号、通巻
78、 担当：阿部眞理、白石照美） 、「子
どものためのデザイン01」（20巻３号、
通巻 79、担当：岡﨑章、工藤芳彰）、「デ
ザイン教育」（20巻４号、通巻80、担当：
黄ロビン）を刊行しました。

会報につきましては、200-204 号を
発行しました。

論文集に引き続いての作品集、特集
号の電子化、およびそれにともなう出
版形態の再考につきましては、平成
24 年度の中心的な課題でしたが、電
子化する際の著作権対応の確認に予想
外の時間を要し、次年度継続となりま
した。これにつきましては、年度末ま
でに関係各所との調整をほぼ終えまし
たので、平成 26 年度からの電子化を
目標として、着実に作業を進めていく
予定です。

なお、編集委員は黄ロビン、永井由
佳里、寺内文雄、工藤芳彰です。

研究推進委員会　
委員長　須永 剛司

研究推進委員会では、①研究部会の
活性化、 ②秋季大会学生プロポジショ
ン企画運営、③春季大会テーマセッ
ションの募集ととりまとめ、④同学生
交流ワークショップ企画と募集、さら
に⑤研究推進に関わる学会規定の見直
しを行いました。また、今回の春季
60 回大会ではその記念イベントとし
て⑥デザインの実践知をテーマに「特
別フォーラム」企画立案をおこないま
した。
①研究部会の活性化：本学会の研究部
会 15 部会の主査へ「部会の概要」に
関するアンケート調査を実施。10 部
会から回答ありました。今後のサポー
トへつなげます。
②秋季大会プログラムの「学生プロポ
ジション」の企画運営：開催校である
実践女子大学の塚原肇実行委員他メン
バーと研究推進委員メンバーが協力
し、多くの学生作品が参加する展覧会
を実現しました。発表（出展）応募件
数は 62 件。当日の発表（出展）件数
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は 58 件（２件発事前キャンセル、２
件当日現れず）でした。研究推進委員
会委員長名で「Attractive Award 魅力
的で賞」１件「Reflective Award 思索
的で賞」２件「Creative Award 独創的
で賞」２件の合計５件の表彰をしまし
た。
③春季大会テーマセッションの募集と
とりまとめ：５名の企画者（3 研究部
会と２学会員からなる）から応募され
た 10 のテーマが理事会で承認され、
本春季大会の口頭発表プログラムとし
て実施される運びとなりました。
④春季大会学生交流ワークショップ
の企画と募集：「デザインの行為と思
考：デザインの学生たちは何をどう学
んでいるのだろう？ Design thinking 
and acting : What and how do design 
students learn?」を企画、理事会の承
認を経て、広く募集を行いました。 
⑥デザインの実践知をテーマに「特別
フォーラム」企画立案：「実践するデ
ザイナーたちのデザイン知とはなに
か？ Exploring the wisdom of design 
in professional practices」を主題とし
て、そこから見いだされたものをデザ
インの実践知として公開し議論する場
を企画。これまでデザイン学研究作品
集に投稿した学会員ほか、学会員以外
の実務家を対象に 3 月に募集を開始し
ました。
⑤学会規定の研究推進委員会規定と研
究部会統括運営細則を現在の学会活動
との整合性を図るためにその見直しを
おこなっています。

企画委員会　総合企画　
委員長　松岡 由幸

昨年度の企画委員会総合企画は，デ
ザイン学研究の推進とその訴求を通じ
て，デザイン学の学術としての充実な
らびに実務への活用拡大を狙いとしま
した．特に，産学連携に視座をおき，
活動を進めて参りました．

まず，6 月 22 日から 24 日にかけ
て，札幌市立大学で実施された春季大
会では，オーガナイズドセッション
として，「つなぐ 環境デザインがわか

る」，「キッズデザインの展開」，「これ
からの日本のモノづくりとデザイン」，

「演習課題から探るデザイン思考の特
質」の 4 件，ならびに学生交流ワーク
ショップとの連携企画として「磁場か
ら生まれるこれからのデザイン」が実
施されました．

ま た，11 月 17 日（ 土 ） に 実 践 女
子大学にて実施された秋季企画大会に
おいては，創立 60 周年を迎える JIDA
との共同主催のもと，これからのデザ
インについて，基調講演，学生プロポ
ジション，パネルディスカッションな
どは行われました．

春季大会，秋季企画大会ともに，多
くの方々に，ご尽力を賜りました．こ
こに，新ためて感謝の意を表する次第
です．

企画委員会　支部企画　
前委員長　浅沼 尚
委員長　両角 清隆

今年度も各支部ともに支部大会を開
催するなど，大変活発な活動が展開さ
れました．また、そのなかで地域の特
有性を活かした産学連携と若手の参画
の両者を狙いとし，総合企画と連動し
つつ，活動を推進してまいりました．
具体的には，デザイン理論・方法論研
究部会との連携のもと，企業のデザイ
ナーと大学研究者とのディスカッショ
ンの場の設定などを行いました．

これらの諸活動を通じて，若手や企
業のデザイナーとのさらなるコラボ
レーションを進めるとともに，デザイ
ン学会への参画も促進に努めてまいり
ました．（浅沼尚）

第１支部から第５支部の各支部によ
る活動は、支部の特色を生かしながら
活発に行われました ( 詳細は各支部報
告を参照ください )。なお、支部企画
による支部活動に共通した取り組みの
支援等は特に実施いたしませんでし
た。

第 1 支部では、2 年に 1 度開催して
いる支部大会を、2013 年 9 月に東北

工業大学（仙台市）で開催することを
決定し、内容について検討しいたしま
した。

第 2 支部では、平成 24 年 8 月 1 日
に慶應義塾大学日吉キャンパス協生館
を会場として、「デザイン塾：知の統
合としての“デザイン科学”とその応用」
を開催いたしました。「デザイン科学
辞典」編纂に関する説明、「M メソッド」
や「タイムアクシス・デザイン」につ
いての講演、研究事例や作品の紹介が
行われました。本活動においては，日
本機械学会 Design 理論・方法論研究
会、日本設計工学会 設計理論・方法
論に関する研究調査分科会をはじめ，
デザインに関わる研究・教育者の方々，
実務者の方々，学生を含む約 50 名の
方に参加ただき，知の統合としてのデ
ザイン科学の可能性について活発な議
論が行われました。

第 3 支部では、研究発表大会・懇
親会を平成 25 年 3 月 17 日に愛知県
立芸術大学名古屋駅サテライトキャン
パスを会場に開催いたしました。発表
31 件、参加者は 54 名、他支部からの
参加者もあり、学生発表者から「優秀
発表賞」4 名を選出・表彰を行いまし
た。また、学生・大学院生のデザイン
活動、研究活動の評価のための「奨励
賞」もスタートさせました。

第 4 支部では、地域生活文化研究会
の一環としての学外演習を、2012 年
8 月 30 日〜 9 月 1 日に、京都府宮津
市由良地区において実施しました。京
都府立大学、滋賀県立大学の 31 名が
参加し、「自然共生教育」を基本姿勢
として、地域連携による生活文化体験
学習を行うことができました。また、
日本デザイン学会第４支部研究発表会
を、2013 年 2 月 2 日、京都工芸繊維
大学にて開催し、14 件の口頭発表と
研究交流のほか、現代アーティスト
のスプツニ子氏による特別講演「クリ
ティカル・デザインで想像する未来」
を京都工芸繊維大学 60 周年記念館で
実施いたしました。

第 5 支部では、「九州デザイン大学
展 2012　卒業 ･ 修了優秀作品展」を
2012 年 6 月 12 日から 17 日まで、福
岡市天神地区の商業施設 BiVi 福岡で
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開催しました。また「研究発表会・懇
親会」を、同年 10 月 27 日に九州大
学大橋キャンパス（芸術工学部）で開
催しました。（両角清隆）

教育・資格委員会
委員長　山内 勉

平成 24 年度は、2 回の委員会を開
催し、主要課題である「教育」と「資格」
について、情報共有と意見交換を行い
ました。
「継続教育（CPD）」については、以

前に開講した「産業デザイン分野にお
ける産学が一体となった実践型人材育
成プログラム」のような試みを、内容
充実を図りながら実施できないかを検
討し、社会人と学生を会員に擁する学
会らしいプログラムなどについて話し
合いました。

これに関連した検討事項「デザイン
実務者の成果発表媒体」については、
グッドデザイン賞（Ｇマーク）との連
携などの可能性を検討しました。
「資格制度」については、JIDA がプ

ロダクトデザイン（PD）検定１級、２
級制度の上位に位置付けられるプロダ
クトデザイン・プロフェッショナル認
定制度を検討する過程に参画し、上記
継続教育（CPD）の仕組みづくりもあ
わせて検討しました。

また引き続き、技術者教育認定機
構（JABEE）の専門職大学院認証評価
委員会委員として、その認証業務に関
わりました。デザイン分野として関係
ある事項としては、産業技術大学院大
学産業技術研究科創造技術専攻で創造
技術修士（専門職）が認証され、平成
25 年 3 月に文部科学省に報告されま
した。

広報委員会
委員長　山崎 和彦

広報委員会の機能は，会員諸氏と学
会活動をつなぐことのマネージメント
であると同時に，学会活動と社会，学
会活動と世界をつなぐことです。本年

度の主な活動は、１）現在の Web サ
イトの運営、２）今後の Web サイト
の検討、３）SNS の活用、４）協賛学
会依頼の検討などの活動でした。１）
現在の Web サイトの運営では、現在
の Web サイトの運営するとともに、
現在の Web サイトのコンテンツ責任
者リスト作成の検討、理事・部会長全
員がアップデートできるしくみづくり
の検討しました。２）今後の Web サ
イトの検討では、今後の Web サイト
のリニューアル方針の検討しました。
３）SNS の活用では、Facebook の効
果的な活用の検討、Twitter の連動の
検討しました。４）協賛学会の依頼で
は、対象は春と秋の大会に向けて協賛
学会のコンタリストの作成の検討しま
した。広報委員会の構成は、小野健太、
中本和宏、大島直樹、内山俊朗です。

財務委員会
委員長　生田目 美紀

学会財務の健全な運用を行うための
活動方針を主に以下の二つの問題に
絞って活動して参りました。（１）学
生会員制度の導入による財務動向の基
礎調査。（２）研究誌等の出版物の電
子化の推進。

（１）に関しては、学生会員制度が導
入される前後を含めた過去４年間の会
員数ならびに収支の動向を精査・評価
しました。その結果、学生会員数は順
調に増加していますが，学生会員から
正会員への移行については、今後の同
行をさらに追跡する必要がある事が分
かりました。また、学生会員制度の導
入によって学会財務上、大きな支障が
ないことが確認できました。

（２）に関しましては、他の委員会の
全面的ご努力により、概要集、研究誌，
作品集の電子化が実施される見通しと
なりました。

これらの結果、学会の財務内容が今
後どのように変化するかについて直ち
に結論は出せませんが、この段階での
所期の目的はおおむね達成できたと考
えられます。

市販図書企画・編集委員会
委員長　井上 勝雄

平成 24 年度活動について，以下の
点をご報告いたします。

日本デザイン学会と日本機械学会、
日本設計工学会の３学会からのメン
バーを中心とする企画の『デザイン科
学辞典』は、その基本構成である 30
項目の執筆を行い、下記のサイトで発
信しています。
http://www.designjuku.mech.keio.
ac.jp/_Japanese/_Dictionary_J/index.
html

一方、デザイン理論・方法論部会の
成果を折り込んだ下記の２冊の書籍を
発刊しました。

（１）『タイムアクシス・デザインの時
代　－世界一やさしい国のモノ・コト
づくり』（丸善出版，著者；松岡由幸，
2012 年 6 月発行）

（２）『ロバストデザイン　－「不確か
さ」に対して頑強な人工物の設計法』

（森北出版，著者；松岡由幸，加藤健郎，
2013 年 3 月発行）

平成２４年度 
春季研究発表大会実行委員会

実行委員長　酒井 正幸

日本デザイン学会第 59 回春季研究
発表大会（大会長：原田昭）は平成
24 年 6 月 22 日（金）〜 24 日（日）
札幌市の札幌市立大学にて開催されま
した。北海道での春季大会開催は約
10 年ぶりで、参加者 530 名、研究発
表件数 291 名と会員各位のご支援に
より、大変盛況のうちに無事終了いた
しました。

今大会のテーマは「地域社会と横断
型デザイン」で、様々な課題を抱える
全国の地方都市をデザインの力で活性
化したいという大会関係者の思いを結
集したものです。大会初日は、札幌市
長に出席いただき札幌駅前の札幌市立
大学サテライトキャンパスにて、開会
式および記念講演会を開催いたしまし
た。記念講演は同年 4 月に札幌市立
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大学学長に就任された蓮見孝先生より
「地域を変える横断型知力としてのデ
ザイン」と題し，本州から見た北海道
の魅力をより高めるための「ポスト “熱
い社会”」の可能性についてお話いた
だきました。またその後のエキスカー
ションでは札幌市が市民や観光客の足
として再生を目指す路面電車内で食事
と飲み物を楽しみながら札幌の車窓風
景を堪能いただくイベントを実施いた
しました。

2 日目〜 3 日目は会場を札幌市南区
の芸術の森キャンパスに移し、特別
セッション、学生交流ワークショップ、
一般講演等を実施いたしました。特別
セッションでは「地場から生まれるこ
れからのデザイン」と題し、研究者の
他に地元の紙器製造メーカー、玩具
デザイナーの方にご講演いただいた。
尚、本講演会は引き続いて行われる学
生交流ワークショップのオリエンテー
ションを兼ねたもので、この模様は
Ustream を通じて広く市民にもリアル
タイム配信されました。その後のワー
クショップには 22 名の学生が参加し、

「音の鳴る玩具」の企画提案を課題と
して当日 18 時から行われる最終プレ
ゼンを目指し、ハードなスケジュール
で実施されました。短時間にも関わら
ず全チームがプロトタイプを提示する
ことができました。

また、札幌市立大学の前身である札
幌市立高等専門学校の清家清初代校長
の設計による

本学キャンパスの建物とその自然環
境を同大学空間デザイン系教員の解説
付きで案内する
「キャンパスエコツアー」を開催し、

好天にも恵まれ参加者は熱心に解説に
耳を傾けていました。

オーガナイズドセッションは、「つ
なぐ環境デザインがわかる」「キッズ
デザインの展開」
「これからの日本のモノづくりとデ

ザイン」および「演習課題から探るデ
ザイン思考の特質」の 4 テーマで実施
され、いずれも会場の参加者を交え、
パネリストとの活発なディスカッショ
ンが行われました。

今回はポスターセッションを含む口

頭発表件数が実行委員会の事前の予測
を上回る 291 件に達し、会場の割り
振りに苦労しましたが、外光を取り入
れた吹き抜けのユーティリティスペー
ス（プラザ）をポスターセッション会
場や学生交流ワークショップ会場とし
て活用しました。そのため、会場内の
参加者だけでなく周囲の通路からも会
場の熱っぽい雰囲気を感じることがで
きたようです。

また、たまたま同時期に札幌市内で
開催された別の大規模国際会議の影響
もあり、宿舎の確保が難しく、直前ま
で大会ホームページ等を通じて参加者
への宿舎の空き状況の案内や、専用バ
スをチャータして遠隔地のホテルから
会場までピストン輸送を行う等の対策
を講じましたが、宿舎の確保の円滑化
は今後の課題として残りました。

今大会はご参加いただいた学会員の
皆さま方はもとより、地元企業を中心
に企業出展、協賛団体出展等、多くの
地元企業・団体のご協力をいただきま
した。また山中会長はじめ学会理事、
事務局の皆さまにも絶大なるご支援を
いただき無事大会を終えることができ
ました。実行委員会を代表して、厚く
御礼申し上げます。

キャンパスエコツアー風景

ポスターセッション風景

平成２４年度 
秋季企画大会実行委員会

実行委員長　塚原 肇

2012 年 11 月 17 日（ 土 ）10：00
〜 17：00 に実践女子大学坂上キャン
パス本館 441 号室および桜ホールに
おいて、平成 24 年度日本デザイン学
会秋季企画大会が、「これからのモノ
づくりとデザイン」をテーマに開催さ
れました。

スケジュールおよびマップ

山中敏正会長（筑波大学）の開会挨
拶の後、松岡由幸理事（慶応義塾大学）
の進行により学会各賞授賞式が行われ
ました。研究奨励賞 浅沼 尚氏、伊藤 
孝紀氏、功労賞 渥美 浩章氏、飯岡 正
麻氏、上原 勝氏、渋谷 邦男 氏に賞が
授与されました。

開会式続き、午前の部として２件の
基調講演が行われました。前半は Kun 
Pyo Lee 氏（LG Electronics 副 社 長 ）
による「LG のデザインと世界戦略」、
後半は浅香嵩氏（日本インダストリア
ルデザイナーズ協会理事長　）の「こ
れからのモノづくりとデザイン」が講
演されました。

昼休みには桜ホールにおいて 60 件
の学生プロポジション展示が行われま
した。

学生プロポ

午後の部では、山崎和彦氏（千葉工
業大学）の司会により、パネルディス
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カッション「これからのモノづくりと
デザイン」が行われました。パネリス
トの有吉司氏（日立製作所デザイン本
部本部長）、田中浩也氏（慶応義塾大
学准教授）、中川總氏（東京大学教授）、
高橋義則氏（キッズデザイン協議会理
事）の 4 氏から話題が提供され、それ
を受けて会場を含めた討論、意見交換
が行われました。

デザイナーズミーティング

最後に、デザイナーズミーティング
が桜ホール 2 階で行われ、講演者、参
加者、学生の懇親を深めるとともに、
学生プロポジションの優秀作品の表彰
が行われました。大会にご参加いただ
いた 156 名の皆様とお手伝いを頂い
た実践女子大学の学生さんに感謝いた
します。

学会各賞選考委員会担当

担当理事　松岡 由幸

昨年度の学会各賞選考結果を，ご報
告いたします．
＜研究奨励賞＞
・浅沼尚：「多空間デザインモデルに基
づくデザイン方法の提案とその適用」
選考事由；研究内容の質の高さ，理論
と実践の融合という観点から判断して
今後の展開が大いに期待できる．
・伊藤孝紀：「環境デザインの体系化を
目指した環境演出に関する研究」
選考事由；環境演出，インスタレーショ
ンに関する研究を精力的に進めてお
り，環境デザイン領域の将来が期待で
きる．
＜功労賞＞

以下の 5 名の先生方が授賞されまし
た．

・渥美浩章
・飯岡正麻
・上原  勝
・澁谷邦男
・日野永一

なお，昨年度の度学会各賞選考委員
会の構成は，以下の通りです．
委員長：宮崎清
委員：青木弘行，庄子晃子，杉山和雄，
須永剛司，原田昭，松岡由幸，宮内悊，
森典彦

Design シンポジウム担当　
担当理事　松岡 由幸

Design シンポジウムは，日本のデザ
イン・設計に関する学会の共催により，
２年に一度開催されています．現在は，
当学会に加え，日本建築学会，日本機
械学会，日本設計工学会，精密工学会，
人工知能学会の６学会が共同で運用し
ています．

平成 24 年度は，日本建築学会が幹
事学会を務めるかたちで，10 月 16 日，
17 日に京都大学にて実施されました．
300 名近い参加者が集い，基調講演，
パネルディスカッション，一般講演な
どが実施されました．

パネルディスカッションでは，各共
催学会からパネルが参加し，「21 世紀
社会のためのデザイン学の展望」につ
いての議論が行われました．そこでは，
京都大学の博士課程教育リーディング
プログラム「京都大学デザインスクー
ル」をはじめとした，国内外の大学に
おけるデザインスクールの動向が紹介
されました．また，当学会からは，松
岡がパネルとして参加し，近年におけ
る国内外のデザインやその研究動向に
ついての紹介を行いました．

このような活動のなか，日本認知科
学会が運営会議に参画（現時点，共催
ではない）するなど，デザイン領域に
関心を示す他学会の新たな動向も見受
けられたことから，本学会においては
さらなる研究を推進し，この領域を先
導していく重要性を改めて感ずる年度
でもありました．

ＩＡＳＤＲ担当　
担当理事　古屋 繁

2012 年 は，IASDR の 2013 年 大 会
を日本で開催するための本格的な準備
として，ほぼ毎月組織運営委員会を
行った．広報部会の多大なる協力の下
に，5 月には，英文 Circular を，6 月
には日英の Circular を作成し，日本デ
ザイン学会，DRS, KEER など，主要関
連学会において広報活動を開始するこ
とができた．Web の開設はやや遅れ
たが，10 月に初期バージョンを公開
し，研究発表部会（論文募集審査担当）
の努力により，11 月に論文募集を開
始することができた．論文は，当初
12 月 31 日を abstract の締切として
いたが，募集告知が遅れたこともあり，
1 ヶ月延長して，1 月 31 日までとし，
Full paper の締切は，当初の 2 月 15
日から 3 月 15 日とした．その結果，
最終的なフルペーパーの数のとりまと
めは次年度に持ち越したものの，以下
の様に，過去の IASDR を上回る，最
大規模の大会となる見通しである．

・Web を通じた登録件数　1418 件
・アブストラクト登録数　1160 件
このほか， 会場部会，総務部会，企

画部会の連携により，Keynote Speech 
の決定，主要プログラムの検討および
決定などを行い，プログラムを精力的
に，2013 の準備を進めることができ
た．

日本学術会議　
第一部／人文・社会科学

担当理事　清水 泰博

日本学術会議第１部傘下の藝術学関
連学会連合（日本デザイン学会を含む
15 学会により構成）による第８回公
開シンポジウムは、大阪市の国立国際
美術館講堂にて「藝術と記憶」をテー
マに６月８日に盛会裏に行われたとこ
ろです。様々な芸術分野における記憶
をテーマとしたもので、日本デザイン
学会からはパネラーとして大森正夫氏
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（京都嵯峨芸術大学）が「作法として
の空間意匠－月待ちの日本美－」の発
表をされました。

尚、このシンポジウムテーマ企画段
階においては、日本デザイン学会会員
の後藤泰徳氏からの「芸術と科学〜分
化から統合の時代へ」という興味ある
テーマ案を頂き、藝術学関連学会連合
の会議へ提案しましたが残念ながら採
択されず、今回のテーマとなったもの
です。ただこの後藤泰徳氏からのテー
マは今後の折にも藝術学関連学会連合
のテーマとなりうるものと思っており
ます。

日本学術会議　
第三部／理学・工学

　担当理事　森田 昌嗣

日本デザイン学会は、日本学術会議
に置かれた 3 つの部の内、第三部（理
学・工学）に所属していますが、特筆
すべき活動はおこなえませんでした。

横断型基幹科学技術 
研究団体連合

　担当理事　松岡 由幸

元来，デザイン学は，横断型基幹科
学技術の根幹をなす学術領域であり，
当学会は，横幹連合における学術上で
の牽引的立場にあるべきと考えます．
この視点に立脚し，これまで，横幹連
合における当学会の存在感を高めるべ
く，以下のことを実施してきました．

まず，雑誌「横幹」の 4 月号において，
特集「横断的活動としての『タイムア
クシス・デザイン』」を掲載しました．
前青木会長による「持続的発展に向け
た価値の創造　－時間軸をデザインす
る時代」，松岡による「タイムアクシス・
デザインの概念」，小林昭世先生によ
る「物語とゲームによる経験のタイム
アクシス・デザイン」など計 6 報の解
説記事により，タイムアクシス・デザ
インの概念，その意義や方法論につい
て言及し，当学会における新たなパラ

ダイムへの取り組みを紹介しました．
なお，この特集が契機となり，科学

技術振興機構（JST）の研究開発戦略
センター（CRDS）において，国の各
省庁横断型の施策提案に向けて実施さ
れた「システムイノベーションのため
の課題発掘調査」に松岡が参画いたし
ました．ここでは，タイムアクシス・
デザインが可能とする「モビリティシ
ステムの価値成長デザイン」および「開
発過渡期におけるモビリティシステム
のプランニング」の両テーマを，今後，
国が推進すべき研究課題として提言い
たししました．

11 月 1 日に日本大学で催された第
4 回横幹連合シンポジウムにおいて
は，横幹連合に所属する各学会の学会
長懇談会が実施されました．ここでは，
山中会長が参加され，ポスターを用い
た当学会の沿革やさまざまな活動の紹
介，今年 8 月に実施される IASDR の
案内などを通じて，他学会の会長との
情報交換や懇親を深めるなどが実施さ
れました．

日本工学会　
担当理事　國澤 好衛

工学系の学協会の連合組織である公
益社団法人日本工学会は、加盟する学
協会が抱える共通的な課題を議論する
場として機能しています。本学会で
は、学協会の運営事務に関わる「事務
研究委員会」および各学協会の取り扱
う技術分野の継続教育の推進に関わる

「CPD 協議会」に参加しています。そ
のなかで、現在は、公益法人制度改革
に伴う新公益法人への移行、学協会運
営のための会計・税務、役員選挙等に
おける電子投票制度の可能性、学協会
の情報セキュリティへの取り組みや継
続教育の制度化等を議論しています。
その内容については、一部を理事会で
報告していますが、今後も情報収集に
つとめ、本学会の運営改善につなげて
行きたいと思います。

本部事務局
本部事務局長　佐藤 弘喜

平成 24 年度末の会員数は、正会員
1,513 名、学生会員数 262 名、賛助
会員数 29 件、年間購読会員 59 件で
す。正会員と学生会員を合わせた会員
数は 1,775 名で、昨年の同時期（1,782
名）と比較して全体としては若干の減
少、学生会員については増加となって
いますが、学生会員で年度末の更新や
卒業後の移行手続きを行わない会員が
多く、学生会員制度の定着に伴って手
続きの問題が大きくなっています。今
後に向けて、毎年の更新などの手続き
が円滑に行われるようにするための検
討が必要です。

法人化問題については、具体的な推
進に向け、本年度内に理事会内でワー
キンググループを発足させました。こ
のワーキンググループにより、次年度
は具体的な検討や作業を予定していま
す。

懸案であった名簿出版に関しては、
本年度中に他の学会の状況を調査した
結果、調査した全ての学会で、昨今の
個人情報保護に関する社会的意識の変
化により名簿出版を中止していること
が明らかとなったため、理事会で検討
のうえ、本学会も当面、名簿出版を見
合わせる事となりました。

第１支部
支部長　両角 清隆

2 年に 1 度開催している支部大会に
ついて、6 月の春季大会において幹事
会を開催し検討した。2013 年 9 月 7
日（土）に東北工業大学（仙台）で開
催することを決定し、内容を詰めてい
くことにした。特に、これまでの支部
大会では学生の積極的な参加により成
果が上がっているので、学生の参加に
ついてさらに強化を図ることが合意さ
れ、その後 Web 上の検討の場で検討
を続けている。
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第２支部
支部長　浅沼 尚

平本支部では，関東圏に勤務・在住
しているデザイナーが多いことを生か
し，まず，多くのデザイナーとデザイ
ン分野の教育・研究者が直接対話を可
能とする産学連携イベントを推進して
まいりました． 

平 成 24 年 8 月 1 日 ( 水 )， 慶 應 義
塾大学日吉キャンパス協生館を会場と
して，日本デザイン学会 第 2 支部の
2012 年度活動：「デザイン塾：知の統
合としての“デザイン科学”とその応用」
が開催されました．本活動は，デザイ
ン塾による主催，デザイン理論・方法
論研究部会（ＤＴＭ），日本機械学会 
Design 理論・方法論研究会，日本設計
工学会 設計理論・方法論に関する研究
調査分科会から成る「デザイン科学連
合（Design Science Association）」，第
2 支部，および慶應グローバルＣＯＥ
の共催により行われました．

はじめに，ＤＴＭ主査の松岡由幸教
授と慶應義塾大学の佐藤浩一郎特任助
教より，細分化されたさまざまなデザ
イン領域に共通の基盤である「デザイ
ン科学」と，それを広く社会へ発信す
るための「デザイン科学辞典」編纂に
関する説明が行われました．同辞典は，
掲載項目やさまざまなアスペクトに基
づく検索キーワードを，随時追記・修
正可能な成長型のシステムを特徴とし
ており，その基本となるシステムのフ
レームワークが説明されました．また，
Web 上での無料配布の形式をとる同
辞典の閲覧を実演するとともに，執筆
済みのコンテンツ（30 項目）の紹介
が行われました．さらに，同辞典の編
纂をはじめ，これまでデザイン塾の創
設以来，先導されてこられた故氏家良
樹先生の追悼の意を込めて，氏家良樹
先生の功績の紹介も行われました．

つぎに，第 2 支部長浅沼より，デザ
イン科学の応用である「M メソッド」
とその事例適用に関する説明が行われ
ました．また，ＤＴＭで議論が進めら
れている「タイムアクシス・デザイン」
に基づくサービスデザインをテーマと

した講演が古郡了氏（マツダ株式会
社），Jaime Alvarez 特任助教（慶應義
塾大学）により行われました．

さいごに，M メソッドやタイムアク
シス・デザインに基づく研究事例や作
品の紹介が学生より行われました．

本活動においては，日本機械学会 
Design 理論・方法論研究会主査：村
上存先生（東京大学），日本設計工学
会 設計理論・方法論に関する研究調
査分科会主査：綿貫啓一先生（埼玉大
学）をはじめ，デザインに関わる研
究・教育者の方々（埼玉大学，千葉大
学，東海大学，東京大学，慶應義塾大
学），実務者の方々（東芝，東芝テック，
兵庫県立工業技術センター，フジ印刷
株式会社，マツダ，ＧＫテック），学
生を含む約 50 名の方にお越しいただ
き，知の統合としてのデザイン科学の
可能性について活発な議論が行われま
した．

第３支部
支部長　國本 桂史

第３支部では、会員交流と活動の活
性化に加え、平成 24 年度は学生会員
の拡大も目標として、下記の事業を実
施した。
1．第 3 支部研究発表会・懇親会

目的：第３支部会員がどのようなデ
ザイン活動や研究を行っているのか
を、発表会を通じて相互に知り合い、
交流会を通してより深い相互交流を図
るとともに、学会発表の練習機会とす
ることを目的として今年度も実施し
た。
日時：平成 24 年 3 月 17 日（日）午
前 10:00 〜
内容：口頭発表、ポスター発表、懇親
会
会場：愛知県立芸術大学 名古屋駅サ
テライトキャンパス（名古屋市中村区
名駅）
参加：54 名（会員 19 名、非会員 4 名、
学生 31 名）
発表：31 件（口頭 17 件、ポスター
14 件）
概要：今年は発表部屋を一カ所に集中

し、全員がすべでの発表が参加できる
ように工夫した。発表時間が短縮した
ので、発表時に充分な討議ができない
点は懇親会で補うよう設定し、ポス
ター発表については懇親会を兼ねてこ
れまでより長い時間を設定した。なお、
発表内容は「日本デザイン学会第３支
部研究発表概要集」を作成し掲載した。
また、若手研究者を奨励するために、
試みとして今年度より学生発表者から

「優秀発表賞」４名を選出・表彰した。

第 3	支部研究発表会風景

2．日本デザイン学会第３支部奨励賞
事業

日本デザイン学会第 3 支部では、支
部会員のデザイン活動や研究活動の発
表の場として、研究発表会、懇親会を
開催し、会員間の交流を促進して参り
ました。これまでの研究発表会におい
ても、学生、大学院生によって将来性
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を感じさせる優秀な作品や研究成果が
発表され、学生間の刺激や交流が図ら
れてきたと考えています。 

これまでの成果、日本デザイン学会
の学生会員制度スタートといった状況
を踏まえ、支部幹事会において議論し
た結果、学生、大学院生のデザイン活
動、研究活動の評価のための学生表彰
制度と学生間交流の活発化を目的にと
した学生会を順次スタートさせること
としました。この内、学生表彰制度に
つきましては、各所属機関（大学、大
学院、短期大学）において優秀な研究、
制作活動を行った学生、大学院生を対
象とした奨励賞と、第 3 支部研究発
表会においての優秀な研究発表、ポス
ター発表を対象とした研究発表学生賞
の 2 制度を設けることとし、今年度よ
りスタートさせました。
平成 24 年度受賞者　11 名

第４支部
支部長　三橋 俊雄

１）地域生活文化研究会の一環として
の学外演習を、2012 年 8 月 30 日 ?9
月 1 日に、京都府宮津市由良地区にお
いて実施した。テーマは「由良地区活
性化のデザイン提案、由良小児童たち
との自然観察・田舟遊び」とし、参加
者は、京都府立大学（三橋＋ 23 名）、
滋賀県立大学（面矢＋ 6 名）の計 31
名であった。演習では、班別に別れて
地区散策と活性化の検討、地区活性化
のデザイン提案発表会、由良小学生を
対象とした植物標本づくりと田舟遊び
などを実施した。「自然共生教育」を
基本姿勢として、地域連携による生活
文化体験学習を行うことができた。
２）日本デザイン学会第４支部研究発
表会を、2013 年 2 月 2 日（土）、京
都工芸繊維大学にて開催し、以下の口
頭発表と研究交流が行われた。当日の
発表などのスケジュールは下記の通り
で、口頭研究発表が 14 件であった。
また、現代アーティストのスプツニ子
氏による特別講演「クリティカル・デ
ザインで想像する未来」が京都工芸繊
維大学 60 周年記念館にて開催され、

その後、交流会が行われた。

■実行委員長： 三橋俊雄（京都府立大
学）　
■ 開 催 期 間：2013 年 2 月 2 日 ( 土 )
　10：00 〜 17：50 (9：30 より受付 )
■会 場 ： 京都工芸繊維大学　〒 606-
8585 京都府京都市左京区松ケ崎橋上
町
■プログラム
●研究発表 ： 一般講演セッション
会員・学生・一般による口頭発表
・時間 ：10：00 〜 16：00
・会場 ：京都工芸繊維大学　講義室（１
号館２階２号室）0122
9：30 〜　受付開始
10：00 〜 10：10　開会の辞
10：10 〜 10：55　口頭研究発表 1（発
表番号 01 〜 03）
10：55 〜 11：05　休憩
11：05 〜 11：50　口頭研究発表 2（発
表番号 04 〜 06）
11：50 〜 12：40　昼食
12：50 〜 13：30　美術工芸資料館
見学 (12：50 資料館前集合）
13：30 〜 14：30　口頭研究発表 3（発
表番号 07 〜 10）
14：30 〜 14：40　休憩
14：40 〜 15：40　口頭研究発表 4（発
表番号 11 〜 14）
●特別講演：「クリティカル・デザイ
ンで想像する未来」　現代アーティス
ト　スプツニ子 ! 氏　
・時間 ：16：10 〜 17：40
・会場 ：京都工芸繊維大学 60 周年記
念館 １階
17：40 〜 17：50　閉会の辞
●交流会
・時間 ：18：00 〜 19：00
・会場 ：京都工芸繊維大学　60 周年記
念館 ２階　
・参加費：社会人（一般）1,000 円・
学生 500 円 ( 学会参加料をお支払いの
方は無料 )

[ 研究発表題目 ]
01：中国上海伝統的「里弄住宅」にお
ける生活文化「里弄住宅」の近代化変
容 モデルの比較を通して
陳 希　京都府立大学大学院

02：京都府北部における自立自存的な
生き方の探求
佐々井 俊文　京都府立大学大学院
03：中国・浙江省における「漁家楽」
の実態に関する考察 ― 舟山市・? 泗
県を 事例として―
薛 云逸　京都府立大学大学院
04：環境経営への取り組みに関する研
究 ―テキストマイニングによる環境
報告書 の分析―
山内 康輔　京都工芸繊維大学
05：視覚障がい者の携帯情報端末の利
用促進を目指して ―バイブレーショ
ンへの 情報の付加の可能性―
川村 聡史　京都工芸繊維大学
06：非常持ち出し品に関する研究 ─
東日本大震災 被災者へのヒアリング
調査を 通して ―
益田 雄司　京都工芸繊維大学
07：Girls' Kitchen Renovation- Girls 
のための DIY ライフスタイル新提案 -
玉井 恵里子　京都工芸繊維大学大学
院
08：UX デザインにおけるガイドライ
ンの一提案
木原 理絵　和歌山大学大学院
09：岡山県立大学情報デザインコース
における産学連携教育　2012 年度の
取り組み
益岡 了　岡山県立大学
10：ユーザの意識調査に基づく放射線
測定器のインタフェースデザイン
東野 誠　岡山県立大学
11：The Passage of  Lotus from 
Egyptian to Thai
WANVIRATIKUL Suppata　京都工芸繊
維大学
12：Aspect of  Primit ive Siam:A 
Study of Visual Graphic on Early 
Thai Matchbox Labels influenced by 
Japanese design
KUANDACHAKUPT Chitchai　 京 都 工
芸繊維大学
13：伝統の虫プロジェクト 
岡  達也　京都工芸繊維大学大学院
14：京都高等工芸学校におけるヨー
ロッパデザインの受容―ドイツに焦点
をあてて― 
和田 積希　京都工芸繊維大学
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第５支部
支部長　伊原 久裕

第 5 支部では、九州・沖縄地区の所
属会員の交流、ならびにデザイン研究・
教育の成果の地域への発信を目的とし
て、学生作品展と研究発表会・懇親会
の 2 つの事業を毎年実施しています。
平成 24 年度に実施したこの 2 つの事
業について報告致します。
1. 九州デザイン大学展 2012　卒業 ･
修了優秀作品展

平成 24 年 6 月 12 日（火）から 17
日（日）までの 6 日間、福岡市天神地
区の商業施設 BiVi 福岡を会場として

「九州デザイン大学展 2012　卒業 ･ 修
了優秀作品展」を開催しました。平成
24 年度は 6 大学（西日本工業大学、
近畿大学、九州産業大学、崇城大学、
九州大学、九州造形短期大学）に、大
分県立芸術文化短期大学が新たに参加
したことから、7 大学合同による展覧
会となりました。出品作品総数は 55
点で、その内訳は、西日本工業デザ
イン大学デザイン学部（10 点）、近畿
大学産業理工学部（4 点）、同大学大
学院産業技術研究科（1 点）、九州産
業大学芸術学部デザイン学科（9 点）、
九州造形短期大学芸術造形学科（12
点）、大分県立文化芸術短期大学（7
点）、九州大学芸術工学部（8 点）、崇
城大学大学院芸術研究科（4 点）でし
た。最終日の 6 月 17 日には、イベン
トとして学生自身による作品プレゼン
テーションと優秀作品の選定・表彰式
が実施され、優秀作品として田中茉吏
さん（近畿大学）「からだのつづき」、
河野雅之さん他４名（九州産業大学）
の「希望のあかりプロジェクト」、宮
原莉沙さん（大分県立文化芸術短期大
学）の「こよみろうそく」が選ばれま
した。会期全体で約 550 名の入場者
があったことから、九州地区における
行事としてほぼ定着したと考えていま
す。

九州デザイン大学展 ,		
学生プレゼンテーション風景

2. 研究発表会・懇親会
平成 24 年度の「研究発表会・懇親会」

は、10 月 27 日（土）に九州大学大橋
キャンパス（芸術工学部）で開催され
ました。発表件数は、口頭発表 29 件
･ ポスター発表 2 件の合計 31 件、学
生作品発表 4 件でした。3 会場同時進
行の９つのセッションがあり活発な議
論が交わされました。参加人数は 72
名と 23 年度とほぼ同数であり全体と
して盛況でした。また、研究発表会終
了後に食堂で懇親会を開催し、40 名
程度の参加者を得て盛況の内に終了し
ました。

研究発表会、	
ポスターセッション風景

教育部会
主査　金子 武志

2012 年度（平成 24 年度）テーマ：「基
礎デザインについて考える」

このテーマは教育部会で常々登場す
るものであるが、世代やそれぞれの立
場によって「基礎デザイン」について
の概念、捉え方は異なるように思う。

変化の早い情報化社会を日々送って
いる我々として、あえて原点に立ち戻
る意味を込め、１年間を通じてあえて
このテーマに向き合ってみた。

教育部会は毎回学会員以外の参加も

あり、教育関係者、クリエーター、企
業関係者からそれぞれ異なった視点の
意識交換がなされ、結論を急ぐという
よりは、時流を感じながら新たな問題
意識を共有出来たように思う。

第１回６月 29 日（金）18:00~20:00
会場：日本デザイン専門学校　参加者
人数：17 名
講師：森香織 氏（日本大学芸術学部
デザイン学科）
テーマ：「教育の現場からデザインの
基礎と基礎デザイン ? 大学教育におけ
る基礎という考え方を再考する」

第２回 10 月 12 日（金）18:00~20:00
会場：都立工芸高校　参加者人数：30
名
講師：大泉義一 氏　（横浜国立大学　
教育人間科学部）
テーマ：「子どものデザインから」

第３回 1 月 25 日（金） 18:00~20:00
会場：女子美術大学杉並キャンパス　
参加者人数：13 名

「座談会：デザイン教育を考える　基
礎デザインを考える」
2013 年度学会誌特集号に掲載予定（編
集：黄ロビン氏）

[ 座談会トピックス（提供者：黄ロ
ビン氏（名古屋学芸大学・メディア造
形学部・デザイン学科）]
* 産業技術としてのデザイン vs 文化技
術としてのデザイン
* 教養教育の基礎デザイン vs 専門教育
の基礎デザイン
*「基礎デザイン」という概念について、
そして教育の達成目標
* 基礎デザインを国民の義務教育とす
る必要性
* デザイン教育カリキュラムにおける
基礎デザインの習得とは

家具・木工研究部会
主査　阿部 眞理

平成 24 年度の家具・木工研究部会
の主な活動は以下の４件である。
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1.  研究部会総会の開催：総会は、第
59 回日本デザイン学会春季研究発表
大会の開催にあわせて実施した。しか
し、各部会員の諸々の都合により出席
者が少なく、実質的な議論にはつなが
らなかった。
2.  家具・木工研究部会主催テーマセッ
ション「伝統的資源と現在学」の実施：
第 59 回日本デザイン学会春季研究発
表大会（札幌市立大）において、テー
マセッション「伝統的資源と現在学」
を実施した。これは 2006 年度より継
続している研究部会活動である。
3.  研究部会誌「家具・木工通信」の
発行：毎年発行している研究部会誌「家
具・木工通信」の第 58 号を平成 24
年 3 月に発行した。
4.  家具・木工関連情報の配信：家具・
木工に関連したセミナーおよび研究
会、展示会等の案内を会員へ向けて配
信した。

平成 25 年度の活動として「家具・
木工通信」の発行および家具・木工関
連情報の配信を予定している。

プロダクトデザイン研究部会
主査　山崎 和彦

平成 24 年度においては、下記のよ
うに活発な活動を実施しました。１）
平成 24 年度春季研究発表大会（札幌
市立大学）にて、プロダクトデザイン
研究部会の発足記念として「これから
の日本のモノづくりとデザイン」とい
うタイトルでオーガナイズドセッショ
ンを企画・運営した。当日は 50 名程
度の参加者があり、活発な意見交換が
行われた。２）平成 24 年度春季研究
発表大会（札幌市立大学）にて、PD
研究部会を開催して PD 部会の活動計
画などについて議論された。３）平成
24 年度秋季研究発表大会（実践女子
大学 ) は、PD 研究部会が主体的に企画・
運営した。大会テーマを「これからの
モノづくりとデザイン」として、活発
な意見交換が行われた。４）1 月 27
日に第１回プロダクト・サービスデザ
イン研究会を拓殖大学にて開催した。

「これからのサービスとプロダクトの

デザイン」をテーマとして、講演者２
名、口頭発表 9 件、パネル発表 5 件で、
70 名近い参加者により活発なディス
カッションになりました。５）日本イ
ンダストリアルデザイナー協会との協
力推進として、3 月 26 日にプロダク
トデザイン教育研究会を共催した。ま
た、プロダクトデザインの本の編集協
力などについても検討がはじまった。

平成 25 年度においては、下記の活
動を計画しています。１）平成 25 年
度春季研究発表大会（筑波大学）にて
PD 研究会委員会開催、２）平成 25 年
度秋季研究発表大会（多摩美術大学）
にて PD 研究会委員会開催、３）プロ
ダクト・サービスデザイン研究会の開
催、４）デザイン学研究特集号への編
集協力、５）プロダクトデザインの本
の編集協力、６）日本インダストリア
ルデザイナー協会との協力推進

環境デザイン研究部会
主査　清水 泰博

環境デザイン部会は、前年度末に部
会員執筆による「つなぐ〜環境デザイ
ンがわかる」を朝倉書店より出版した
ことを受け（これはほぼ２年間の部会
活動の成果である）、また前年度秋の
部会による東北大震災被災地視察の報
告を含め、第 59 回日本デザイン学会
春季大会（札幌市立大）において「つ
なぐ」の書籍内容に東北大震災に対す
る部会員の意見を絡めた発表及び聴衆
との質疑応答を行った。

24 年度部会活動テーマを「安心安
全〜震災後の環境デザイン」とし、震
災に関わる研究活動を更に継続して活
動した。その一貫として秋より「南三
陸町防災庁舎」の保存を求める運動を
開始、12 月末には環境デザイン部会
有志 24 名による「南三陸町の防災対
策庁舎の保存に関する提言書」を南三
陸町に提出した。その後２月には再度、
南三陸町を集中的に視察し、行政の方、
住民の方、復興活動に尽力されている
方との意見交換を行った。その内容を
ふまえて、平成 25 年度の第 60 回春
季大会においては「残すべきもの」と

いうテーマのもとオーガナイズドセッ
ションを行う。

ま た、 環 境 デ ザ イ ン 部 会 報「ED 
place」 は 例 年 通 り ３ 回 発 行（64 〜
66 号）した。

平成 25 年度の年間テーマは 24 年
度テーマ「震災後の環境デザイン」を
継承しつつ、「残すべきものとは」を
サブテーマとして活動する。

デザイン史研究部会
主査　立部 紀夫

平成 24 年度デザイン史部会では以
下の研究会を開催しました。
１．第 28 回研究会　　
開催日：平成 24 年 12 月 15 日
テーマ：「英国建築インテリア様式と
その日本への影響」
発表者：田島恭子氏（ＫＹＯプランニ
ングオフィス㈱）
場　所：マイスペース Cafe MIYAMA
渋谷公園通り店
参加者：12 名

田島先生は一級建築士、インテリア・
プランナー。日本女子大学住居学科卒
業、エジンバラ大学環境学部建築学科
保存専攻修士課程修了。配布されたＡ
３用紙 12 枚のレジメはそのまま英国
インテリア・デザイン史の資料となり
ます。
２．第 29 回研究会　　
開催日： 平成 25 年３月 23 日
テーマ：「クリストファー・ドレッサー
の見た日本の工芸品」
発表者：日野永一氏（日本デザイン学
会名誉会員）
場　所：マイスペース Cafe MIYAMA
渋谷公園通り店
参加者：13 名

日野先生が長年にわたり蒐集された
史・資料の一部をご持参して話が進行。
配布されたレジメ４枚は資料価値の高
いものとなりました。
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デザイン理論・方法論部会
主査　松岡 由幸

本部会は、デザイン方法論部会を拡
張するかたちで、平成 20 年（2008 年）
4 月に設立されました。その後、春季
大会では毎年、4、5 件の企画セッショ
ンによる発表を継続するとともに、平
成 23 年度までに、12 回のシンポジム
や研究会を実施し、延べ 170 名以上
の国内外のデザイナや研究者が集い、
デザイン理論・方法論の構築に努めて
きました。

平成 24 年度においては、まず、札
幌市立大学で行われた春季大会にて、
4 件の企画セッション、合計 20 件の
研究発表を行いました。また、日本機
械学会 Design 理論・方法論研究会、
および日本設計工学会設計理論・方法
論に関する研究調査分科会との連携の
下、『デザイン科学辞典』の編纂を進
めてきました。この辞典は、web シ
ステムによるもので、タイムアクシス
上での成長型辞典であるとともに、新
たな枠組みが生まれた際には、それに
沿った用語解説の配置（目次）を追加
可能とするなど、幾つかの新たな特徴
を導入しております。

８月１日には、慶應義塾大学協生館
において、デザイン塾「知の統合とし
ての “デザイン科学” とその応用」を
主催し、『デザイン科学辞典』のお披
露目を行いました。なお、この会では、
これまで幹事としてご尽力頂きました
氏家良樹先生の追悼の意を込めたかた
ちで執り行われ、さまざまな領域から
多くの方々にご参列いただきました。

デザイン理論・方法論部会は、こ
れまで多くのデザイナや研究者が集
い、デザイン科学の基盤構築に努めて
おり、『デザイン科学辞典』の編纂に
向けた活動を推進してきました。平成
25 年度においては、その成果をまと
め、公表する年度と位置づけています。

まず、筑波大学で行われる春季大会
においては、企画セッションによる多
くの研究発表を行うとともに、オーガ
ナイズドセッション「デザイン、デザ
イン学、そしてデザイン科学」を実施

予定です。これにより、デザイン実務、
デザイン学、およびデザイン科学の関
係を明示するとともに、デザイン科学
が今後どうあるべきかについての議論
を行う。さらには、『デザイン科学辞典』
の案を提示し、それについての意見交
換を行うことで、辞典のブラッシュ
アップを図る予定です。

８月１日には、慶應義塾大学におい
て、デザイン塾「知の統合としてのデ
ザイン科学と、それを応用するタイム
アクシスデザイン」を主催し、ブラッ
シュアップした『デザイン科学辞典』
のお披露目、およびタイムアクシスデ
ザインの理論と応用例の紹介を行い
ます。なお、この会での議論は、8 月
28 日に行われる、IASDR での学術会
議連携プログラムの内容に繋げていく
予定です。

情報デザイン研究部会
主査　山崎 真湖人

平成 24(2012) 年度第 59 回日本デ
ザイン学会春期研究発表大会（札幌市
立大）にて「地域社会と情報デザイン」
と「デザインとワークショップ」の２
つのテーマセッションを実施しまし
た。各 10 件、８件の発表が行われま
した。

ま た、2013 年 3 月 30 日 に は「 世
界の中での大学の学びとデザインの関
わりかた」と題した研究会をアドビシ
ステムズ株式会社に会場を借りて開催
しました。研究会では、東京大学大学
院情報学環、准教授の山内祐平先生
より「MOOC ー国境を超えるオンラ
イン学習」、また東北工業大学 ライフ
デザイン学部クリエイティブデザイン
学科、教授・学科長の両角清隆先生よ
り「人々と・人々の現実を変えてゆく
人材を育てる」の２件のご講演をいた
だいた後、21 名の参加者全体でディ
スカッションを行いました。国際的規
模で展開されるオンライン教育、プロ
ジェクト学習など、大学教育における
新しい潮流に関して、情報デザインの
経験や考え方をどのように活かすこと
ができるかを考える場となりました。

ファッションデザイン部会
主査　常見 美紀子

（１）平成 24(2012) 年 9 月発行のデ
ザイン学研究特集号「日本のファッ
ションデザイン：世界の視座、日本の
視座」76 号（第 19 巻４号）を発行し
た。原稿は国内 7 名、海外 3 名の論文
を掲載した。

（２）大妻女子大学にて平成 24 年度研
究例会を開催した（2012 年 12 月 15
日）。発表者は中川麻子氏で、テーマ
は「芸術刺繍－成立と構造」であった。
この発表は博士論文を基盤としたもの
で、明治時代の美術染織の成立と構造
を明らかにする意欲的な研究であっ
た。その後、特集号の合評会も行った。

（３） 平成 25(2013) 年 4 月から高等
学校ファッションデザインコースなど
で使用される文部科学省著作教科書

『ファッションデザイン』の校正を行っ
た。部会員が編集協力者、審査協力者
を務めた。

創造性研究部会
主査　永井 由佳里

例年のとおり活発な研究活動をと
おして、春季研究発表大会のテーマ
セッションのみならず International 
Conference on Design Creativity 2012 
(Glasgow) 等の関連する国際会議や国
内研究会、部会員の論文や著作を通じ、
重なりと拡がりのある議論を展開す
ることができた。平成 24 年度はデザ
インにおける創造性の中心課題である

「デザイン思考」の研究と実践に力を
注ぎ、研究成果の一部をデザイン学特
集号の編集発行を通し広く学会員に公
開した。また、研究部会が寄与した「デ
ザイン学」が科研費の分科・細目とし
てスタートしたことで、さらなる研究
の推進と発展が見込まれる。

平成 25 年度の活動として、春季大
会でのテーマセッションでは「つくる」
と「わかる」という二つの方向性を融
合しデザインにおける創造性の考究を
計画している。また、研究会等での長
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期的な研究課題への取組みを継続す
る。さらに、関連する国際会議 ACM 
SIGCHI Creativity & Cognition 2013 
( シドニー )、ICED2013（ソウル）な
ど国際的研究動向と連動し、より豊か
な研究交流の場を提供していく。

サービスイノベーション 
デザイン研究部会

主査　古屋 繁

研究部会設立をきっかけにはじまっ
た International Service Innovation 
Design Conference も、会員のみなさ
んの協力を得て、釜山、函館につづき、
2012 年は、台湾台南市にある国立成
功大学で 3rd ISIDC を開催することが
できました。日本デザイン学会会員か
らも、キーノートスピーカーをお願い
し、日本のサービスデザインの現状を
紹介していただきました。

また、一昨年につづき、春季研究発
表大会では、サービスイノベーション
デザインの研究発表セッションをも
ち、活発な議論を行うことができまし
た。 本 年 開 催 さ れ る IASDR 2013 の
サービスデザインの Invited Session や
パネルセッションの準備をサポートし
ています。

本年平成 25 年度は、昨年末設立さ
れたサービス学会との連携を視野に入
れた活動や、来年マレーシアで開催予
定の 4th ISIDC の運営を含めた協力を
行うとともに、研究部会としても種々
のサービスデザインに関する勉強会を
開催していきたいと考えています。
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平成 24 年度（平成 24 年 4 月 1 日－平成 25 年 3 月 31 日）決算報告

〔一般会計〕

■収入の部

平成23年度繰越金 9,800,356 9,800,356 0 9,800,356

1 会費（現） 16,859,700 17,186,000 326,300 ＠13,000  1289人 16,757,000

＠6,500  66人 429,000

2 会費（新） 1,810,000 2,213,000 403,000 ＠18,000×80名（正会員　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,434,500

＠6,500×120名 (学生会員　入会金：免除，年会費：6,500) 778,500

3 賛助会員費（現） 837,000 759,685 -77,315 24件 759,685

4 賛助会員費（新） 30,000 0 -30,000 0

5 年間購読会員費（現） 1,450,000 1,278,500 -171,500 ＠25,000×52件 1,278,500

6 年間購読会員費（新） 100,000 25,000 -75,000 ＠25,000×1件 25,000

7 広告費 200,000 340,000 140,000 6件 340,000

8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,320,000 3,036,000 -1,284,000 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,576,000

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 400,000

平成23年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,060,000

9 名簿売上金 1,225,000 0 -1,225,000 0

10 概要集売上金 1,750,000 1,753,500 3,500 ＠3,500×589冊 1,753,500

11 預かり金（税金） 0 30,325 30,325 30,325

12 雑収入 800,000 982,068 182,068 学会誌売上 35,500

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 946,568

その他 0

計 39,182,056 37,404,434 -1,777,622 37,404,434

■支出の部

予算額 決算額
増減

対予算額

本部事務局＆理事会関係 9,397,000 7,670,804 -1,726,196

1 本部事務局経費 7,617,000 6,767,684 -849,316 消耗品代 124,183

運営経費（春季大会出張費用含む） 98,420

パート雇用費（@150,000×12,@150,000×2） 2,100,000

通勤費（@6,000x12） 72,000

施設設備費 0

通信費及び電話代金 771,818

印刷代 251,045

雑費 109,091

会費引き落とし経費 117,432

賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000

光熱費 128,820

アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,041,000

税金準備金，労災保険料 153,875

2 理事会運営費 250,000 242,120 -7,880 会場借用料、理事会運営経費等 242,120

3 役員活動費 600,000 661,000 61,000 役員の諸活動に対する補助 661,000

4 名簿出版費 930,000 0 -930,000 通信費 0

編集・チェック（アルバイト雇用費） 0

印刷費(@1,300×500冊) 0

送料 0

5 選挙経費 0 0 0 選挙に関する費用 0

審査・編集関係 1,470,000 1,242,080 -227,920

6 論文審査委員会経費 480,000 480,000 0 480,000

7 作品審査委員会経費 250,000 248,990 -1,010 前年度残金 -1,010

作品集編集費 250,000

8 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 5,000 -85,000 5,000

9 特集号編集委員会経費 650,000 508,090 -141,910 第19巻3号編集委員会 118,090

第19巻4号編集委員会 130,000

第20巻2号編集委員会 130,000

第20巻3号編集委員会 130,000

第20巻4号編集委員会 0

学会誌印刷・通信関係 23,170,000 14,254,688 -8,915,312

10 印刷費 21,070,000 12,190,458 -8,879,542 平成23年度論文集（1冊） 1,094,310

平成23年度特集号（2冊） 2,257,500

平成23年度作品集（1冊） 2,217,768

論文集（5冊） 5,432,280

特集号（0冊） 0

作品集（0冊） 0

概要集(900冊印刷） 774,900

封筒代 413,700

11 出版物通信費 2,100,000 2,064,230 -35,770 郵送料・事務代行料金（前年度分を含む＠350,000×8） 2,064,230

大会関係 2,267,500 1,273,786 -993,714

12 大会補助費 750,000 750,000 0 平成24年度秋季大会補助 250,000

平成25年度春季大会補助 500,000

13 春季大会概要集編集 557,500 344,010 -213,490 平成24年度大会 186,510

委員会経費 編集費・書類作成費（平成25年度分） 0

アルバイト雇用費（平成25年度分） 0

通信費（平成25年度分） 0

演題登録システム（PASREG）利用料 157,500

14 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 0 -400,000 0

15 学会セミナー費用 100,000 0 -100,000 0

16 総会準備経費 20,000 16,800 -3,200 総会経費、委任状・資料印刷代 16,800

17 学会各賞選考委員会経費 140,000 109,706 -30,294 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 22,680

通信費 0

賞状・記念品代 87,026

会議費 0

18 国際デザイン会議 300,000 53,270 -246,730 国際デザイン会議会費  （500＄）                          53,270

国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 0

委員会関係 1,650,000 572,234 -1,077,766

19 委員会経費 300,000 30,360 -269,640 共通費 30,360

20 研究部会共通経費 500,000 259,582 -240,418 共通費（7研究部会） 259,582

21 支部活動補助費 800,000 282,292 -517,708 3支部 282,292

22 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 0 -50,000 編集費 0

広報関係 450,000 0 -450,000

23 広報費 450,000 0 -450,000 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 0

ホームページリニューアル 0

その他 0

その他 777,556 12,390,842 11,613,286

24 学協会関連 390,000 313,400 -76,600 学術会議活動費 48,100

芸術関連シンポジウム分担金 15,000

日本工学会活動費 0

日本工学会会費 30,300

CPD協議会会費 50,000

JABEE年会費 100,000

横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 0

25 予備費 387,556 75,750 -311,806 75,750

26 次年度繰越金 0 12,001,692 12,001,692 12,001,692

計 39,182,056 37,404,434 -1,777,622 37,404,434

［特別会計］　

平成23年度
決算額

平成24年度
決算額

増減

学会本部事務局常設基金 15,261,412 11,279,349 -3,982,063 利息(￥17,937-)：基金に繰り入れ  IASDRへ￥4,000,000貸し出し

項目 予算額 決算額
増減

対予算額
決算額内訳

決算額内訳

項目 決算額内訳

平成２４年度収支決算につき，上記のとおりご報告いたします。 平成２５年４月２５日 日本デザイン学会

本部事務局長 佐藤 弘喜 本部事副事務局長 小野 健太 本部事務局員 松原 久代

監査 青木 弘行 監査 野口 尚孝
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〔一般会計〕

■収入の部

平成23年度繰越金 9,800,356 9,800,356 0 9,800,356

1 会費（現） 16,859,700 17,186,000 326,300 ＠13,000  1289人 16,757,000

＠6,500  66人 429,000

2 会費（新） 1,810,000 2,213,000 403,000 ＠18,000×80名（正会員　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,434,500

＠6,500×120名 (学生会員　入会金：免除，年会費：6,500) 778,500

3 賛助会員費（現） 837,000 759,685 -77,315 24件 759,685

4 賛助会員費（新） 30,000 0 -30,000 0

5 年間購読会員費（現） 1,450,000 1,278,500 -171,500 ＠25,000×52件 1,278,500

6 年間購読会員費（新） 100,000 25,000 -75,000 ＠25,000×1件 25,000

7 広告費 200,000 340,000 140,000 6件 340,000

8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,320,000 3,036,000 -1,284,000 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,576,000

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 400,000

平成23年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,060,000

9 名簿売上金 1,225,000 0 -1,225,000 0

10 概要集売上金 1,750,000 1,753,500 3,500 ＠3,500×589冊 1,753,500

11 預かり金（税金） 0 30,325 30,325 30,325

12 雑収入 800,000 982,068 182,068 学会誌売上 35,500

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 946,568

その他 0

計 39,182,056 37,404,434 -1,777,622 37,404,434

■支出の部

予算額 決算額
増減

対予算額

本部事務局＆理事会関係 9,397,000 7,670,804 -1,726,196

1 本部事務局経費 7,617,000 6,767,684 -849,316 消耗品代 124,183

運営経費（春季大会出張費用含む） 98,420

パート雇用費（@150,000×12,@150,000×2） 2,100,000

通勤費（@6,000x12） 72,000

施設設備費 0

通信費及び電話代金 771,818

印刷代 251,045

雑費 109,091

会費引き落とし経費 117,432

賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000

光熱費 128,820

アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,041,000

税金準備金，労災保険料 153,875

2 理事会運営費 250,000 242,120 -7,880 会場借用料、理事会運営経費等 242,120

3 役員活動費 600,000 661,000 61,000 役員の諸活動に対する補助 661,000

4 名簿出版費 930,000 0 -930,000 通信費 0

編集・チェック（アルバイト雇用費） 0

印刷費(@1,300×500冊) 0

送料 0

5 選挙経費 0 0 0 選挙に関する費用 0

審査・編集関係 1,470,000 1,242,080 -227,920

6 論文審査委員会経費 480,000 480,000 0 480,000

7 作品審査委員会経費 250,000 248,990 -1,010 前年度残金 -1,010

作品集編集費 250,000

8 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 5,000 -85,000 5,000

9 特集号編集委員会経費 650,000 508,090 -141,910 第19巻3号編集委員会 118,090

第19巻4号編集委員会 130,000

第20巻2号編集委員会 130,000

第20巻3号編集委員会 130,000

第20巻4号編集委員会 0

学会誌印刷・通信関係 23,170,000 14,254,688 -8,915,312

10 印刷費 21,070,000 12,190,458 -8,879,542 平成23年度論文集（1冊） 1,094,310

平成23年度特集号（2冊） 2,257,500

平成23年度作品集（1冊） 2,217,768

論文集（5冊） 5,432,280

特集号（0冊） 0

作品集（0冊） 0

概要集(900冊印刷） 774,900

封筒代 413,700

11 出版物通信費 2,100,000 2,064,230 -35,770 郵送料・事務代行料金（前年度分を含む＠350,000×8） 2,064,230

大会関係 2,267,500 1,273,786 -993,714

12 大会補助費 750,000 750,000 0 平成24年度秋季大会補助 250,000

平成25年度春季大会補助 500,000

13 春季大会概要集編集 557,500 344,010 -213,490 平成24年度大会 186,510

委員会経費 編集費・書類作成費（平成25年度分） 0

アルバイト雇用費（平成25年度分） 0

通信費（平成25年度分） 0

演題登録システム（PASREG）利用料 157,500

14 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 0 -400,000 0

15 学会セミナー費用 100,000 0 -100,000 0

16 総会準備経費 20,000 16,800 -3,200 総会経費、委任状・資料印刷代 16,800

17 学会各賞選考委員会経費 140,000 109,706 -30,294 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 22,680

通信費 0

賞状・記念品代 87,026

会議費 0

18 国際デザイン会議 300,000 53,270 -246,730 国際デザイン会議会費  （500＄）                          53,270

国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 0

委員会関係 1,650,000 572,234 -1,077,766

19 委員会経費 300,000 30,360 -269,640 共通費 30,360

20 研究部会共通経費 500,000 259,582 -240,418 共通費（7研究部会） 259,582

21 支部活動補助費 800,000 282,292 -517,708 3支部 282,292

22 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 0 -50,000 編集費 0

広報関係 450,000 0 -450,000

23 広報費 450,000 0 -450,000 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 0

ホームページリニューアル 0

その他 0

その他 777,556 12,390,842 11,613,286

24 学協会関連 390,000 313,400 -76,600 学術会議活動費 48,100

芸術関連シンポジウム分担金 15,000

日本工学会活動費 0

日本工学会会費 30,300

CPD協議会会費 50,000

JABEE年会費 100,000

横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 0

25 予備費 387,556 75,750 -311,806 75,750

26 次年度繰越金 0 12,001,692 12,001,692 12,001,692

計 39,182,056 37,404,434 -1,777,622 37,404,434

［特別会計］　

平成23年度
決算額

平成24年度
決算額

増減

学会本部事務局常設基金 15,261,412 11,279,349 -3,982,063 利息(￥17,937-)：基金に繰り入れ  IASDRへ￥4,000,000貸し出し

項目 予算額 決算額
増減

対予算額
決算額内訳

決算額内訳

項目 決算額内訳

平成２４年度収支決算につき，上記のとおりご報告いたします。 平成２５年４月２５日 日本デザイン学会

本部事務局長 佐藤 弘喜 本部事副事務局長 小野 健太 本部事務局員 松原 久代

監査 青木 弘行 監査 野口 尚孝

委員会等担当
学会各賞選考委員会担当 松岡 由幸

春季研究発表大会担当 細谷 多聞

秋季企画大会担当 山崎 和彦

Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当 松岡 由幸

ＩＡＳＤＲ担当 古屋 繁＊

杉山 和雄＊

山中 敏正

日本学術会議・日本工学会担当 清水 泰博 (第一)

森田 昌嗣(第三)

松岡 由幸 (横幹連合)

國澤 好衛＊ (日本工学会)

支部
第１支部 （北海道・東北地域） 両角 清隆 細谷 多聞 ＋柚木 泰彦

梅田　弘樹

姜　南圭

福田 大年

第２支部 （関東地域） 浅沼 尚 久保 光徳 ＋北村 武士

第３支部 （北陸・中部地域） 國本 桂史 黄 ロビン ＋滝本 成人

池田 岳史

廣瀬 伸行

西尾浩

担当

幹事支部長 副支部長

西尾 浩一

佐藤 省三

第４支部 （近畿・中国・四国地域） 三橋 俊雄 久保 雅義 ＋

第５支部 （九州・沖縄地域） 伊原 久裕 田村良一 ＋

選挙管理委員会  　＊平成25年7月31日まで
伊豆 祐一 小野 健太

工藤 芳彰

佐々木 美貴

永見 豊

監査
青木 弘行

野口 尚孝

委員長 委員
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平成２５年度活動計画

論文審査委員会
委員長　久保 光徳

日頃はデザイン学研究へご寄稿いた
だき，心より御礼申し上げます。昨年
度のことになるのですが，今年の１月
から稼働を開始し，４月からは完全に
旧論文投稿・審査方式からそのシステ
ムを受け継いだ J-STAGE を利用した電
子投稿・論文審査システムが立ち上が
りました。すでにこの新システムから
ご投稿いただいた論文も 30 件となっ
ています。この新システムでは，従来
の旧方式では投稿時にいただいており
ました審査通信費を，論文審査の後に
掲載可とさせていただきました論文に
ついてのみ掲載基本料としていただく
ことに変更いたしました。この変更は，
できるだけ多くの会員の皆様にできる
だけ自由にご寄稿いただけるように環
境整備を行うことを目的としたもので
す。投稿初期の負荷軽減と同時に，論
文受付，査読依頼，投稿者・査読員と
のやり取りもこの新システムにより
一元的に行えるようになってきました
ので，旧方式での諸問題の多くは解決
される方向にあると確信しておりま
す。ぜひともデザインに関わる研究成
果をご寄稿いただき，その成果をでき
るだけ速やかに「デザイン学研究」と
いう媒体を通じて，会員の皆様へ，そ
して国内外においてデザインに関わり
をもっていらっしゃる方々にお伝えし
ていくことができればと考えておりま
す。

今年度も昨年度同様に，論文審査委
員会の構成メンバーとして，委員長 1
名の他，委員3名，幹事5名をお願いし，
計 9 名で論文審査委員会の運営を実施
させていただくこととしました。さら
に，投稿論文の審査区分（「論文」，「論
説」，「報告」）の見直しとそれぞれの
審査体制の整備に加えて，「デザイン
学研究」英文ジャーナルの設置検討を
行っていきたいと考えております。ま
た，今年度も投稿論文の査読をお願い

させていただく学会員各位のさらなる
増強を図りたいとも思っております。
査読をお願いさせていただく会員各位
には今年度も引き続きご迷惑をお掛け
することになってしまいますが，どう
かご協力，ご指導をお願いさせていた
だければと考えております。何卒よろ
しくお願い申し上げます。

作品審査委員会　
委員長　清水 泰博

本年度の作品審査委員会の活動にお
いては、今まで同様、厳密な作品審査
を行うことが基本となりますが、作品
審査のより迅速化のためにも、今年度
より応募作品の投稿・提出は、全ての
ステップでメール添付、もしくはイン
ターネット大容量ファイル転送サービ
スによることを原則としたいと考えて
おります。このことにより審査期間を
しっかりとることが出来、また作品集
の全行程において迅速な対応が可能に
なるのではと思われるからです。また
DVD 作成のための期間確保から出版の
遅れが常態化している部分もあり、こ
の部分の可能な限りの是正も編集出版
委員会と共に考えていきたいところで
す。

今年度もオンライン・ジャーナル化
を見据えた要項等の更なる改正などを
引き続き行っていくことになります。
今年度の作品集募集に際しましても、
改めて「投稿規定」「執筆要領」「応募・
投稿から掲載までの手順」の見直しを
行い、より J-STAGE での公開を可能に
するよう５月に改訂を行いました。そ
れを踏まえ、本年度は昨年度の教訓を
生かして、編集出版委員会との緊密で
効率的な共同作業によって、オンライ
ン・ジャーナル化を目指していきたい
と思っております。

学会誌編集・出版委員会　
委員長　岡崎 章 

平成 25 年度は、特集号の計画的な
刊行と、前年度報告で述べたとおり、 

平成 26 年度からの学会誌（作品集お
よび特集号）の電子化を目標として、
出版形態の再考および投稿規定の策定
に取り組んでいきます。

編集委員の構成は、前年度に引き続
き、黄ロビン、永井由佳里、寺内文雄、
工藤芳彰です。

研究推進委員会　
委員長　須永 剛司

研究推進委員会では、①研究部会の
活性化、②研究部会活動に関わる学会
規定の見直しから改訂案づくりの継
続、 ③今回の春季 60 回大会の学生交
流ワークショップの実施運営、④同
大会のテーマセッションの運営、⑤記
念イベントとして企画立案した「特別
フォーラム」を実施運営します。加え
て⑥今年度秋季大会学生プロポジショ
ン企画運営、⑦来年度春季大会テーマ
セッション募集を行います。
①研究部会の活性化：今年度より各研
究部会活動報告を大会総会資料に掲載
することとし、その報告執筆を研究部
会主催に依頼した。15 部会のうち、9
部会から回答があり、それらを資料原
稿としてまとめた。
②研究部会活動に関わる学会規定の見
直しから改訂案づくりの継続：研究部
会統括運営細則の改定案作成してい
る。
③今回の春季大会の学生交流ワーク
ショップの実施運営：「デザインの行
為と思考：デザインの学生たちは何
をどう学んでいるのだろう？ Design 
thinking and acting : What and how 
do design students learn?」へは約 40
作品の応募があった。６〜７作品で１
グループをつくり、全体６グループで、
学生たちの日頃の学びの成果展示発表
をもとに、デザインの結果とプロセス
について議論します。議論に参加する
メンバーは、デザイン学生、教員や研
究者、プロのデザイナーで構成。各グ
ループがあらためてデザインすること
の意味や価値を考え、最後に会場全体
に発表します。 
④春季大会のテーマセッションの運
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営：各テーマセッションの企画者に座
長の選任やグッドプレゼンテーション
賞の推薦などセッションの当日運営を
依頼します。
⑤ 記 念 イ ベ ン ト と し て 企 画 立 案 し
た「特別フォーラム」を実施運営：
特別フォーラムは「実践するデザイ
ナーたちのデザイン知とはなにか？ 
Exploring the wisdom of design in 
professional practices」を主題に、デ
ザインの現場で仕事をしている実践家
を中心に次の２つのプログラムで構
成。自らの実践を省察することをとお
して「実践するデザイナーたちのデザ
イン知」を描き出すワークショップ、
そしてワークショップで見いだされた
思考や行為の特性をデザインの実践知
として提示し議論するフォーラムで
す。「デザイン知ワークショップは、6
月 16 日（日）に日本デザイン振興会、
デザインハブで、約 40 名の参加者と
実施。「特別フォーラム」は本日、6
月 21 日（金）15 時 50 分〜 17 時 45
分に筑波大学、大学会館で実施します。
ご参加ください。
⑥今年度秋季大会学生プロポジション
企画運営：多摩美術大学が開催校とな
り 10 月 19 日（土）に実施する秋季
大会での学生プロポジション作品を８
月から広く募集します。
⑦来年度春季大会テーマセッション募
集：今年末に募集を始めます。ふるっ
て応募ください。

企画委員会　総合企画　
委員長　松岡 由幸

創立 60 周年ならびに科研費におけ
る「デザイン学」の新設に伴い，今年
度の企画委員会総合企画は，デザイン
学における基盤研究の推進を図る所存
です．

まず，6 月 21 日から 23 日にかけて，
筑波大学で実施される春季大会では，
第 60 回大会でもあることを受け，「デ
ザイン学とデザイン」を大会テーマと
します．また，そのオーガナイズドセッ
ションおいては，「デザイン，デザイ
ン学，そしてデザイン科学」，「視覚的

な使いやすさと直感的なインターフェ
イスデザイン」，「演習課題から探るデ
ザイン学」，「震災後の環境デザイン　
－残すべきものとは」の 4 件が実施さ
れます．

なお，オーガナイズドセッション「デ
ザイン，デザイン学，そしてデザイン
科学」に関しては，8 月 26 日から 30
日にかけて実施される IASDR におけ
る学術会議との連携プログラム「知の
統合としてのデザイン科学と，新パラ
ダイム” タイムアクシスデザイン”」と
の連携のもと，成長型 web システム
による「デザイン科学辞典」を紹介し
ます．

さらに，10 月 19 日（土）に多摩美
術大学にて実施される秋季企画大会が
行われる予定です．

このほかにも，講習会やセミナーの
実施を検討しており，これらの諸活動
を通じて，デザイン学の発展と地位の
向上を目指します．

企画委員会　支部企画　
委員長　両角 清隆

支部としての研究発表大会のほか、
学生の参加しやすい形でのイベントが
数多く計画されています。各支部の貴
重なノウハウを共有しながら、さらな
る発展につながるようにしていきたい
と考えます。

第 1 支部：第 1 支部大会開催 日程：
9 月 6 日 -7 日 会場：東北工業大工 長
町キャンパス　内容：研究発表、学生
ワークショップ

第 2 支部：①デザイン理論・方法論
研究部会共催　デザイン塾の開催：８
月１日　会場：慶應義塾大学　内容：

「知の統合としてのデザイン科学と，
それを応用するタイムアクシス・デザ
イン」。②デザイン科学の応用事例に
ついて講演会ならびに意見交換会の実
施。

第 3 支部：①７月中旬、サイエンス
デザインカフェを Cafe Globe（名古屋
市千種区春岡通７? ６）にて実施する。
② 2013 年度の第３支部研究発表会及
び懇親会を実施し、学生間のより深い

相互交流を行う。
第 4 支部：①地域生活文化研究会は、

2013 年 8 月に、京都府立大学、滋賀
県立大学共同で開催予定。②第４支部
研究発表会は、2014 年 2?3 月に、和
歌山県立大学にて開催予定。

第 5 支部：①「九州デザイン大学展」
を「九州・沖縄地区学生デザイン展 ?
デザイン教育の現場から ?」と名称変
更し、2013 年 6 月 10 日 ?16 日に JR
博多シティ 2 階のホールで開催予定。
②研究発表会・懇親会を、崇城大学（熊
本市）で同年 10 月 5 日に開催する予
定 

 

教育・資格委員会
委員長　山内 勉

本委員会の主要課題である「教育」
と「資格」について、具体的な施策を
計画・実行することが今年度の目標で
す。
「継続教育」については、デザイン

学会の特徴を活かしたプログラムで
す。これに関連した検討事項「デザイ
ン実務者の成果発表媒体」については、
関連団体との連携での実現可能性を探
ります。
「資格制度」については、JIDA がプ

ロダクトデザイン（PD）検定１級、
２級制度の上位に位置付けるプロダク
トデザイン・プロフェッショナル認定
制度を検討する過程に、上記継続教
育（CPD）のしくみづくりとあわせて、
継続して参画していきます。

また引き続き、技術者教育認定機構
（JABEE）の業務に参画し、専門職大
学院における認証評価の動向を

把握し、デザイン分野との資格の関
連性を参考にします。

広報委員会
委員長　山崎 和彦

本年度は会員に向けての活動の充実
と、社会に向けての活動を充実させた
い。具体的な活動については委員で検
討中ですが、会員に向けての活動の充
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実では、１）現在の Web サイトの効
果的な運営、２）今後の Web サイト
の検討、３）定期的なニュース配信の
検討などの活動を検討中である。社会
に向けての活動では、１）Web サイト
へ学会案内などの社会に向けての情報
の充実、２）学会案内カタログの作成
検討、３）SNS の活用、４）協賛学会
依頼の検討などの活動が考えられる。

財務委員会
委員長　生田目 美紀

今後は、学生会員から正会員へのス
ムースな移行など、学界全体としての
会員数の減少を防ぐ手立てを積極的に
打ち出し、それとともに学会の法人化
を視野に入れ、収支バランスの良い財
務を維持していく必要があると思われ
ます。

学会財務の健全な運用を行うための
活動方針を主に以下の二つの問題に
絞って活動します。

（１）学生会員から正会員への移行、
不明学正会員を減少させるための方策
の検討。（２）学会の法人化を視野に
入れた財務計画の立案。

（１）に関しては、学会全体としての
会員数の増加につながる手立てについ
て、他の委員会と連携しながら積極的
に打ち出して行きます。

（２）に関しては、学会誌編集出版委
員会、本部事務局と連携しながら、電
子化に伴う収支のバランスのシミュ
レーションを行い、財務計画立案への
基盤整備を行います。

市販図書企画・編集委員会
委員長　井上 勝雄

平成 25 年度の活動として、次を予
定しています。

デザイン学の基盤構築に向け，昨年
度の理事会にて承認された書籍『デザ
イン科学辞典』の編集を進め、そして、
次年度の発刊を目指しています。

また、６月に筑波大学で開催予定の
春季大会のオーガナイズドセッション

で、『デザイン科学辞典』を紹介しそ
の議論を予定しています。さらに、そ
のオーガナイズドセッションでの議論
を踏まえ、改善したものを、８月に開
催予定の IASDR での学術会議連携プ
リグラムでも紹介し、世界に発信する
予定です。

Design シンポジウム担当　
担当理事　松岡 由幸

Design シンポジウムは，日本のデザ
イン・設計に関する学会の共催により，
２年に一度開催されています．現在は，
当学会に加え，日本建築学会，日本機
械学会，日本設計工学会，精密工学会，
人工知能学会の６学会が共同で運用し
ています．

　今年度は，日本設計工学会が幹事
学会として実施される Design シンポ
ジウム 2014 に向けた準備の年となり
ます．具体的には，各学会からの委員
が集い，次回のシンポジムにおける構
想を練っていくことになります，　

当学会からは，小林昭世先生，永井
由佳里先生，松岡の 3 名に加え，若手
グループへは小野健太先生が参加して
おり，デザイン・設計に関わる他学会
との連携を深めることで，広い視野の
次年度のシンポジウムのテーマ設定な
どの議論を進めていく所存です．

ＩＡＳＤＲ担当　
担当理事　古屋 繁

本年度は，なんといっても，2013
年の東京大会の実施に全力を投じる
こととなる．すでに，4 月から論文審
査をすすめ，6 月中旬に最終の採否決
定と通知を行い，参加登録を開始す
ることとなる．また，Panel Session, 
Doctoral Colloquium, Workshop, 
Tokyo Design Visit などのプログラム
の確定と広報をすすめ，大会実施のた
めの具体的作業に全力を注入する．

10 年ぶりの日本で開催する国際デ
ザイン学会であり，日本学術会議・日
本感性工学会との共同主催でもあるた

め，日本デザイン学会全体の取り組み
として，学会，学会員の皆さんのご協
力をお願いし，大会成功に向けて努力
をしていきたい． 

また，IASDR2015 の開催地につい
て IASDR 理事会で協議ならびに投票を
行い，QUT Brisbane を開催主体とし
て決定した．開催日は 2-5 November 
2015 となる．

日本学術会議　
第一部／人文・社会科学

担当理事　清水 泰博

本年度は昨年度のテーマ採択の折の
教訓を踏まえ、採択の可能性のある時
期を把握した上で、藝術学関連学会連
合のシンポジウムとして相応しい内
容、また他学会からのパネラー参加の
しやすいものとすることを考慮した提
案を行いたく思っています。

昨年度のシンポジウム企画段階にお
いては、日本デザイン学会会員の後藤
泰徳氏からの「芸術と科学〜分化から
統合の時代へ」というテーマ案を頂き、
デザイン学会からの提案としました。
この提案は藝術学関連学会連合の会議
においても高い評価を得たものの、一
昨年に日本デザイン学会からのテーマ
採択があったこともあり、少し続き過
ぎではないかとの指摘があり、またパ
ネラーを他の加入学会から出すのが難
しいのではないかといった指摘もあっ
て、残念ながら非採択となった経緯が
ありました。ただこのテーマ自体は藝
術学関連学会連合・西村会長からも、
興味深い内容なのでいずれ行うことも
視野に入れて記録に残しておくように
との指示も受けております。ですので
そのような機会には再度提案すること
も考えられるかと思います。またこれ
以外にも今年度も積極的なテーマ提案
をお願いすることがあるかと思います
が、その折にはよろしくお願い致しま
す。
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日本学術会議　
第三部／理学・工学

　担当理事　森田 昌嗣

学術会議の動向をみながら第３にお
けるデザイン学の位置づけ等を再度確
認し、活動内容等に関する検討を行う
予定です。

横断型基幹科学技術
研究団体連合

　担当理事　松岡由幸

元来，デザイン学は，横断型基幹科
学技術の根幹をなす学術領域であり，
当学会は，横幹連合における学術上で
の牽引的立場にあるべきと考えます．
この視点に立脚し，横幹連合における
当学会の存在感を高めるべく，今年度
は，以下のことを実施いたします．

まず，雑誌「横幹」の 4 月号（Vol.7, 
No.1）において，前青木会長ご執筆に
よる「日本デザイン学会の活動内容」
を紹介しました．これにより，当学会
の設立の背景，活動の内容，ADC や
IASDR に代表される海外の他学会と
の交流など紹介するとともに，横幹連
合が目指す文理融合を当学会では以前
より実践しており，デザイン学がさま
ざまな領域を統合して問題解決に当た
る，まさに知の横断的統合を先導する
学問体系であることを訴求することが
できました．

なお，この雑誌「横幹」の編集に当
たっては，当学会から横幹連合の理事
として参加している松岡が編集委員長
を務めており，具体的な横断的活動へ
の貢献を果たしています．

また，8 月に実施される IADSR では
横幹連合が協賛であり，学術会議との
連携プログラム「知の統合としてのデ
ザイン科学と，新パラダイム” タイム
アクシスデザイン”」においては，横
幹連合との共催のもと，知の統合に関
する議論を進める予定です．

日本工学会　
担当理事　國澤好衛

日本工学会の「事務研究委員会」の
議論は、学協会が抱える喫緊の課題そ
のものとなっています。その内、公益
法人制度改革に伴う法人化への対応お
よび学協会が連携して行う横断的な継
続教育については、当学会においても
極めて重要なテーマとなっています。
特に、今年度は法人化のための委員会
を設置し、年度内には方針を確定させ
るとともに来年度の総会で活論を出し
たいと考えています。これまでも、日
本工学会をベースに他学協会の動向な
どを探ってきましたが、今後もこの場
を活用し法人化や継続教育への有用な
視点を会員の皆様に提供していきたい
と考えています。

本部事務局
本部事務局長　佐藤 弘喜

本年度は、昨年度からの学生会員制
度の定着によって学生会員が更に増加
する事が期待されますが、それにとも
なって問題となりつつある、学生会員
の継続・移行手続きの円滑化を進める
ことが重要と考えます。特に、卒業に
よって資格が切れる学生会員が正会員
に移行してもらえるように働きかけ、
正会員数を増加させる取り組みが必要
と考えております。

懸案となっている法人化について
は、昨年度末に発足したワーキンググ
ループを中心として具体的な検討を進
め、法人化に踏み切る場合には準備に
向けた作業を開始したいと考えており
ます。

各委員会活動、支部活動ができるだ
け円滑に進むよう協力し、学会活動を
支えていきたいと思います。特に近年
活発化している各支部の活動に対し
て、本部事務局としてもできるだけ支
援していきたいと考えています。また、
近々予定されている国際学会開催に向
けてこれから準備が本格化するため、
本部事務局としても対応すべき事項が

増えると予想されます。国際学会の成
功のため、本部事務局としても協力し
ていきたいと考えております。関連し
て、本学会の情報や各種手続き文書な
ど、今後は更なる国際化の対応を進め
る必要があると考えています。

事務局は学会の窓口として、今年度
も会員の皆様へのサービスを第一に考
えたスムーズな対応を心がけていきた
いと思いますので、関係各位のご理解
とご協力をお願い申し上げます。

第１支部
支部長　両角 清隆

2 年に一度開催している第 1 支部大
会を、本年 9 月 7 日（土） に仙台市の
東北工業大学長町キャンパスで実施す
る。研究発表のほか、大学間に学生の
交流を図るため、大会前日の 9 月 6 日

（金）から学生ワークショップを開催
することを予定している。

第２支部
支部長　浅沼 尚

本支部では，本年度，多くのデザイ
ナーとデザイン分野の教育・研究者が
直接対話を可能とする産学連携イベン
トを企画いたします．

JIDA やデザイン理論・方法論研究部
会との連携のもと，現場のデザイナー
と教育・研究者とが意見交換を行える
場を設定する予定です．また，若手デ
ザイナーや学生に向けたデザイン方法
に関する講習会の実施等を予定してお
ります．

具体的には，８月１日に慶應義塾大
学において，デザイン塾「知の統合と
してのデザイン科学と，それを応用す
るタイムアクシス・デザイン」を共催
し，デザイン科学の応用事例について
講演会ならびに意見交換会を行うこと
を計画しております．

本年度も副支部長：久保光徳先生，
幹事：北村武士先生との連携のもと，
関東圏の多くの学会員の方々にご参加
いただけるよう，裾野の広い活動の展



-24-

開を目指しております．
 

第３支部
支部長　國本 桂史

昨年度までの会員交流と活動の活性化
に加え、平成 25 年度は学生会員の拡
大も目標として、下記の 4 事業を実施
します。
１．デザインカフェ事業
地域や他分野の人々との交流とデザイ
ン啓蒙等を目的として、気軽にディス
カッションができる “カフェ” 形式の
小規模講演会を本年度２回開催しま
す。

【第 1 回】
日時：9 月上旬（日時未定）
講師予定：生田 幸士 教授 ( 東京大学
大学院 先端工学領域 教授 )
場所：愛知県名古屋市内にて調整中

【第 2 回】
日時：12 月中旬（日時未定）
講師予定：祖父江 和哉 教授（名古屋
市立大学大学院 医学研究科 麻酔・危
機管理医学分野）
場所：愛知県名古屋市内にて調整中
２．第 3 支部研究発表会・懇親会
第３支部会員がどのようなデザイン活
動や研究を行っているのかを、発表会
を通じて相互に知り合い、交流会を通
してより深い相互交流を図ることを目
的としています。例年３月に年１回開
催し、学会発表の練習機会ともなって
います。口頭発表とポスター発表があ
ります。
日程：2014 年 3 月中旬予定
開催校：調整中
３．会員間の情報交流の充実
メーリングリストサーバーを変更し
Web サイトの充実により、会員間の
情報の受発信の活性化を目指します。
また、積極的な他支部との情報や人的
交流も図ります。
４．学生会の構成
各大学より 1 名程度を学生会員リー
ダーとして学生会を構成し、学生会員
の相互交流および支部研究発表会への
参加も含め積極的な学会参加を促進し
ます。学生会を中心としたツアーイベ

ント等の開催を検討しています。

第４支部
支部長　三橋俊雄

第 4 支部では、１）ユニバーサル
デザイン研究会、２）インタラクショ
ンデザイン研究会、３）地域生活文化
研究会、４）近畿・中国・四国地区研
究会など関西地区における学術研究活
動を行う。ユニバーサルデザイン研究
会では、実践的な UD 活動を推進する
ための研究会を開催する。インタラク
ションデザイン研究会では、当該分野
の研究者やデザイナーを招いて講演会
を開催し、新たなライフスタイルとイ
ンタラクションデザインの関係につい
て参加者と議論する。地域生活文化研
究会では、フィールドワークを通して
生活文化のあり方を見つめる活動を積
み重ねていく。近畿・中国・四国地区
研究会では、横断的なテーマ設定で研
究会を企画開催し、地域間・大学間連
携による議論の場を創出していく。ま
た、メーリングリストを活用し、地域
ネットワークのさらなる拡大をめざし
ていく。以上のほかに、関連学会支部
との研究会等の共催も、支部メンバー
の協力を得て検討していく。

第５支部
支部長　伊原 久裕

第５支部では、平成 25 年度も引き
続き、学生作品展と研究発表会・懇親
会の 2 つの事業の実施を目指して活動
する予定です。

学生作品展については、「九州・沖
縄地区学生デザイン展〜デザイン教育
の現場から〜」と名称を変更して、6
月 10 日〜 16 日に JR 博多シティ 2 階
のホールでの開催を予定しています。
過去 2 年提供いただいていた BiVi 福
岡の会場が事情により使用できないこ
とが判明し、急遽検討した結果 JR 博
多シティ（博多駅ビル）2 階のホール
で開催することになりました。JR 博
多シティ様のご好意により、無料で提

供いただいたことから実現しました。
また名称の変更は、大学別ではなくデ
ザインジャンル別の展示計画に改めた
こと、卒業・修了作品のみならず授業
などで制作された作品も含めること、
これまでの 7 大学に限らず広く第５支
部会員の参加を呼びかけることなど、
これまでの企画を再検討した結果によ
るものです。また、研究発表会・懇親
会については、今年度は崇城大学の担
当により、熊本市の崇城大学で 10 月
5 日に開催される予定です。

教育部会
主査　金子 武志

年間テーマ「教養としてのデザイン」
昨年度テーマの「基礎デザイン」か

ら続いて、初等－高等教育を通して視
野にいれてゆくべきデザイン教育につ
いてとりあげ、様々なフィールドから
講師を招聘する予定。
第１回 6 月 28 日（金）18:00~20:00
日本大学芸術学部

「教養としてのデザイン」講師：中林
鉄太郎 （テツタロウデザイン代表 / 日
本大学芸術学部デザイン学科非常勤講
師）
第 2 回 9 月 20 日（金）18:00~20:00
都立工芸高校　現在企画中
第 3 回 1 月 24 日（金）18:00~20:00 
日本デザイン専門学校　現在企画中
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平成 25 年度（平成 25 年 4 月 1 日 - 平成 26 年 3 月 31 日）予算（案）

〔一般会計〕

■収入の部

平成24年度繰越金 12,001,692 12,001,692

1 会費（現） 16,588,000 正会員＠13,000×1,513名×0.8(徴集率) 15,735,200

学生会員＠6,500×164名×0.8(徴集率) 852,800

2 会費（新） 1,730,000 正会員＠18,000×60名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,080,000

学生会員＠6,500×100名(入会金：免除，年会費：6,500) 650,000

3 賛助会員費（現） 910,000 29件 910,000

4 賛助会員費（新） 30,000 ＠30,000×1件 30,000

5 年間購読会員費（現） 1,475,000 59件(￥1,475,000-) 1,475,000

6 年間購読会員費（新） 50,000 ＠25,000×2件 50,000

7 広告費 200,000 ＠50,000×4件 200,000

8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,140,000 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金（@30,000×12×6） 2,160,000

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金（@70,000x10+@100,000x4） 1,100,000
平成24年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 880,000

9 概要集売上金 1,750,000 ＠3,500×500冊 1,750,000
10 雑収入 850,000 学会誌売上 50,000

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 800,000

その他 0

計 39,724,692 39,724,692

繰越金を含まない額

■支出の部

予算額

本部事務局＆理事会関係 9,217,000

1 本部事務局経費 7,917,000 消耗品代 250,000
運営経費（春季大会出張費用含む） 200,000
パート雇用費（@150,000×12,@150,000×2） 2,100,000
通勤費（@6,000x12） 72,000
施設設備費 500,000
通信費及び電話代金 1,000,000
印刷代 250,000
雑費 150,000
会費引き落とし経費 150,000
賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000
光熱費 140,000
アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,150,000
税金準備金，労災保険料 155,000

2 理事会運営費 300,000 会場借用料、理事会運営経費等 300,000
3 役員活動費 600,000 役員の諸活動に対する補助 600,000
4 選挙経費 400,000 選挙に関する費用 400,000

学会誌審査・編集関係 1,470,000

5 論文審査委員会経費 480,000 480,000
6 作品審査委員会経費 250,000 250,000
7 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 90,000
8 特集号編集委員会経費 650,000 第20巻4号編集委員会 130,000

第21巻1号編集委員会 130,000
第21巻2号編集委員会 130,000
第21巻3号編集委員会 130,000
第21巻4号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 23,870,000

9 印刷費 21,770,000 平成24年度論文集（1冊） 1,250,000
平成24年度特集号（4冊） 2,800,000
平成24年度作品集（1冊） 2,500,000
論文集（＠1,250,000×6冊） 7,500,000
特集号（＠900,000×4冊） 3,600,000
作品集（＠2,900,000×1冊） 2,900,000
概要集ＣＤ(900セット） 800,000
封筒代 420,000

10 出版物通信費 2,100,000 郵送料・事務代行料金 2,100,000

大会関係 2,027,500

11 大会補助費 750,000 平成25年度秋季大会補助 250,000
平成26年度春季大会補助 500,000

12 春季大会概要集編集 557,500 前年度未払い分 200,000
委員会経費 編集費・書類作成費（平成26年度分） 10,000

アルバイト雇用費（平成26年度分） 170,000
通信費（平成26年度分） 20,000
演題登録システム（PASREG）利用料 157,500

13 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 400,000
14 学会セミナー費用 100,000 100,000
15 総会準備経費 20,000 総会経費、委任状・資料印刷代 20,000
16 学会各賞選考委員会経費 140,000 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 5,000

通信費 5,000
賞状・記念品代 80,000
会議費 50,000

17 国際デザイン会議 60,000 国際デザイン会議会費　(500＄) 60,000
国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 0

委員会関係 1,550,000

18 委員会経費 200,000 共通費 200,000
19 研究部会共通経費 400,000 共通費（現行16研究部会） 400,000
20 支部活動補助費 900,000 @150,000×5支部,＋@150,000（第一支部繰越分） 900,000
21 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 編集費 50,000

広報関係 550,000
22 広報費 550,000 大会ポスター，ちらし作成費（２年分）・通信費 300,000

学会パンフレット作成費 100,000
ホームページリニューアル 100,000
その他 50,000

その他 1,040,192

23 学協会関連 405,000 学術会議活動費（@60,000＋@30,000） 90,000
芸術関連シンポジウム活動費 15,000
日本工学会活動費 10,000
日本工学会会費 40,000
CPD協議会会費 50,000
JABEE年会費 100,000
横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000
横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 30,000

24 予備費 635,192 635,192
25 次年度繰越金 0 0

計 39,724,692 39,724,692

［特別会計］　

学会本部事務局常設基金 11,279,349 15,279,349 IASDR2013から返済 4,000,000

項目 予算額 予算額内訳

予算額内訳項目
平成24年度

決算額
平成25年度

決算額

項目 予算額内訳
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〔一般会計〕

■収入の部

平成24年度繰越金 12,001,692 12,001,692

1 会費（現） 16,588,000 正会員＠13,000×1,513名×0.8(徴集率) 15,735,200

学生会員＠6,500×164名×0.8(徴集率) 852,800

2 会費（新） 1,730,000 正会員＠18,000×60名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,080,000

学生会員＠6,500×100名(入会金：免除，年会費：6,500) 650,000

3 賛助会員費（現） 910,000 29件 910,000

4 賛助会員費（新） 30,000 ＠30,000×1件 30,000

5 年間購読会員費（現） 1,475,000 59件(￥1,475,000-) 1,475,000

6 年間購読会員費（新） 50,000 ＠25,000×2件 50,000

7 広告費 200,000 ＠50,000×4件 200,000

8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,140,000 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金（@30,000×12×6） 2,160,000

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金（@70,000x10+@100,000x4） 1,100,000
平成24年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 880,000

9 概要集売上金 1,750,000 ＠3,500×500冊 1,750,000
10 雑収入 850,000 学会誌売上 50,000

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 800,000

その他 0

計 39,724,692 39,724,692

繰越金を含まない額

■支出の部

予算額

本部事務局＆理事会関係 9,217,000

1 本部事務局経費 7,917,000 消耗品代 250,000
運営経費（春季大会出張費用含む） 200,000
パート雇用費（@150,000×12,@150,000×2） 2,100,000
通勤費（@6,000x12） 72,000
施設設備費 500,000
通信費及び電話代金 1,000,000
印刷代 250,000
雑費 150,000
会費引き落とし経費 150,000
賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000
光熱費 140,000
アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,150,000
税金準備金，労災保険料 155,000

2 理事会運営費 300,000 会場借用料、理事会運営経費等 300,000
3 役員活動費 600,000 役員の諸活動に対する補助 600,000
4 選挙経費 400,000 選挙に関する費用 400,000

学会誌審査・編集関係 1,470,000

5 論文審査委員会経費 480,000 480,000
6 作品審査委員会経費 250,000 250,000
7 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 90,000
8 特集号編集委員会経費 650,000 第20巻4号編集委員会 130,000

第21巻1号編集委員会 130,000
第21巻2号編集委員会 130,000
第21巻3号編集委員会 130,000
第21巻4号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 23,870,000

9 印刷費 21,770,000 平成24年度論文集（1冊） 1,250,000
平成24年度特集号（4冊） 2,800,000
平成24年度作品集（1冊） 2,500,000
論文集（＠1,250,000×6冊） 7,500,000
特集号（＠900,000×4冊） 3,600,000
作品集（＠2,900,000×1冊） 2,900,000
概要集ＣＤ(900セット） 800,000
封筒代 420,000

10 出版物通信費 2,100,000 郵送料・事務代行料金 2,100,000

大会関係 2,027,500

11 大会補助費 750,000 平成25年度秋季大会補助 250,000
平成26年度春季大会補助 500,000

12 春季大会概要集編集 557,500 前年度未払い分 200,000
委員会経費 編集費・書類作成費（平成26年度分） 10,000

アルバイト雇用費（平成26年度分） 170,000
通信費（平成26年度分） 20,000
演題登録システム（PASREG）利用料 157,500

13 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 400,000
14 学会セミナー費用 100,000 100,000
15 総会準備経費 20,000 総会経費、委任状・資料印刷代 20,000
16 学会各賞選考委員会経費 140,000 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 5,000

通信費 5,000
賞状・記念品代 80,000
会議費 50,000

17 国際デザイン会議 60,000 国際デザイン会議会費　(500＄) 60,000
国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 0

委員会関係 1,550,000

18 委員会経費 200,000 共通費 200,000
19 研究部会共通経費 400,000 共通費（現行16研究部会） 400,000
20 支部活動補助費 900,000 @150,000×5支部,＋@150,000（第一支部繰越分） 900,000
21 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 編集費 50,000

広報関係 550,000
22 広報費 550,000 大会ポスター，ちらし作成費（２年分）・通信費 300,000

学会パンフレット作成費 100,000
ホームページリニューアル 100,000
その他 50,000

その他 1,040,192

23 学協会関連 405,000 学術会議活動費（@60,000＋@30,000） 90,000
芸術関連シンポジウム活動費 15,000
日本工学会活動費 10,000
日本工学会会費 40,000
CPD協議会会費 50,000
JABEE年会費 100,000
横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000
横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 30,000

24 予備費 635,192 635,192
25 次年度繰越金 0 0

計 39,724,692 39,724,692

［特別会計］　

学会本部事務局常設基金 11,279,349 15,279,349 IASDR2013から返済 4,000,000
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名誉会員賞贈呈

 ８４号 青木 弘行 氏

 ８５号 荒井 利春氏

 ８６号 工藤 卓 氏

 ８７号 酒井 正明 氏

 ８８号 佐藤 啓一 氏

 ８９号 梨原 宏 氏

 ９０号 長谷 高史 氏

 ９１号 中嶋 猛夫 氏

 ９２号 西川 潔 氏

 ９３号 原田 昭 氏

 ９４号 宮崎 清 氏

 ９５号 和田 精二 氏
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